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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局におけるワイヤレス通信のための方法であって、
　基本レイヤデータ送信と基準信号送信との間の第１のトラフィック対パイロット電力比
（ＴＰＲ）と、増強レイヤデータ送信と前記基準信号送信との間の第２のＴＰＲとを決定
することと、
　前記第１のＴＰＲと前記第２のＴＰＲとを示すシグナリングを１つまたは複数のユーザ
機器（ＵＥ）に送信することと
を備え、
　前記第１のＴＰＲと前記第２のＴＰＲとを前記決定することが、
　前記基地局と前記１つまたは複数のＵＥとの間の送信のための１つまたは複数の送信戦
略カテゴリを決定することと、
　各送信戦略カテゴリのためのＴＰＲ値の１つまたは複数のペアを決定することと、ＴＰ
Ｒ値の各ペアは、基本レイヤデータ送信のための関連する第１のＴＰＲ値と、増強レイヤ
データ送信のための関連する第２のＴＰＲ値とを備える、
　前記ＴＰＲ値の１つまたは複数のペアに従って、１つまたは複数の基準信号を送信する
ことと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記ＴＰＲ値の１つまたは複数のペアと、前記ＴＰＲ値の１つまたは複数のペアの各々
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と関連付けられる送信戦略カテゴリとを提供するシグナリングを送信することをさらに備
える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記シグナリングが、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを介して送信される、
請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記送信戦略カテゴリが、送信戦略の空間レイヤ共有に基づいて決定され、ＴＰＲ値の
第１のペアが、空間レイヤ共有を使用する送信戦略と関連付けられ、ＴＰＲ値の第２のペ
アが、空間レイヤ共有を使用しない送信戦略と関連付けられる、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　基地局であって、
　基本レイヤデータ送信と基準信号送信との間の第１のトラフィック対パイロット電力比
（ＴＰＲ）と、増強レイヤデータ送信と前記基準信号送信との間の第２のＴＰＲとを決定
するための手段と、
　前記第１のＴＰＲと前記第２のＴＰＲとを示すシグナリングを１つまたは複数のユーザ
機器（ＵＥ）に送信するための手段と
　前記基地局と前記１つまたは複数のＵＥとの間の送信のための１つまたは複数の送信戦
略カテゴリを決定するための手段と、
　各送信戦略カテゴリのためのＴＰＲ値の１つまたは複数のペアを決定するための手段と
、ＴＰＲ値の各ペアは、基本レイヤデータ送信のための関連する第１のＴＰＲ値と、増強
レイヤデータ送信のための関連する第２のＴＰＲ値とを備える、
　前記ＴＰＲ値の１つまたは複数のペアに従って、１つまたは複数の基準信号を送信する
ための手段と
を備える基地局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　[0001]　本特許出願は、２０１５年９月２５日に出願された「Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓ
ｉｇｎａｌ　ａｎｄ　Ｔｒａｎｓｍｉｔ　Ｐｏｗｅｒ　Ｒａｔｉｏ　Ｄｅｓｉｇｎ　ｆｏ
ｒ　Ｎｏｎ－Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎｓ」という表題のＳｕｎ
他による米国特許出願第１４／８６６，３１３号、および２０１４年１０月２７日に出願
された「Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　ａｎｄ　Ｔｒａｎｓｍｉｔ　Ｐｏｗｅｒ　
Ｒａｔｉｏ　Ｄｅｓｉｇｎ　ｆｏｒ　ＮＯＭＡ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎｓ」という表
題のＳｕｎ他による米国仮特許出願第６２／０６８，９３３号の優先権を主張し、これら
の各々が本出願の譲受人に譲渡される。
【０００２】
　[0002]　本開示は、たとえば、ワイヤレス通信システム（wireless communication sys
tem）に関し、より詳細には、非直交送信（non-orthogonal transmission）のための基準
信号送信（reference signal transmission）および基本レイヤ送信（base layer transm
ission）と増強レイヤ送信（enhancement layer transmission）との間の電力比設計（po
wer ratio design）のための技法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング
、ブロードキャストなどの様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開され
ている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、時間、周波数、
および電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な
多元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例は、符号分割多元接続（
ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤ
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ＭＡ）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、および非直交多元接
続（ＮＯＭＡ：non-orthogonal multiple access）システムを含む。加えて、一部のシス
テムは、アップリンク通信とダウンリンク通信の両方のために単一のキャリアが使用され
る時分割複信（ＴＤＤ）を使用して動作することがあり、一部のシステムは、アップリン
ク通信とダウンリンク通信とのために別々のキャリア周波数が使用される周波数分割複信
（ＦＤＤ）を使用して動作することがある。
【０００４】
　[0004]　例として、ワイヤレス多元接続通信システムは、ユーザ機器（ＵＥ：user equ
ipment）として別様に知られている複数の通信デバイスのための通信を各々が同時にサポ
ートする、いくつかの基地局を含み得る。基地局は、（たとえば、基地局からＵＥへの送
信のために）ダウンリンクチャネル上で、および（たとえば、ＵＥから基地局への送信の
ために）アップリンクチャネル上で、ＵＥと通信し得る。
【０００５】
　[0005]　ワイヤレス通信システムがより混雑するようになっているので、通信事業者は
容量を増大させるための方法を模索している。様々な手法には、ワイヤレス通信システム
のトラフィックおよび／またはシグナリング（signaling）の一部をオフロード（offload
）するための、スモールセルの使用、多入力多出力（ＭＩＭＯ）技法、免許不要高周波ス
ペクトル帯域の使用、および／または、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡ
Ｎ）の使用がある。別の手法には、ワイヤレス通信システムの容量を増やすための、非直
交ダウンリンク信号（non-orthogonal downlink signal）の送信がある。容量を増大させ
るための手法の多くは、あるセルにおいて同時の通信との干渉を引き起こし得る。ワイヤ
レス通信システムを通じたデータレートの向上を実現するために、そのような干渉を推定
（estimate）し、軽減するのが有益であり得る。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]　本開示は、たとえば、非直交送信における基準信号送信および送信電力比決定
（transmit power ratio determination）のための１つまたは複数の技法に関する。いく
つかの例では、非直交チャネル（non-orthogonal channel）の基本レイヤ（base layer）
のためのトラフィック対パイロット電力比（ＴＰＲ：traffic-to-pilot power ratio）が
決定され得、非直交チャネルの増強レイヤ（enhancement layer）のための別のＴＰＲが
決定され得る。基準信号送信は、基準信号送信電力で基地局によって送信され得、ユーザ
機器（ＵＥ）は、受信された基準信号（reference signal）のエネルギーレベル（energy
 level）と、第１のＴＰＲまたは第２のＴＰＲのうちの１つまたは複数とに基づいて、基
本レイヤまたは増強レイヤのチャネル品質（channel quality）を推定し得る。基地局は
、いくつかの例では、基本レイヤまたは増強レイヤの一方または両方のための１つまたは
複数のＴＰＲ値（TPR value）を示し得るＴＰＲシグナリングを送信し得る。
【０００７】
　[0007]　本開示の例の第１のセットによれば、ワイヤレス通信（wireless communicati
on）のための方法が説明され、方法は、非直交チャネルの基本レイヤのための第１のＴＰ
Ｒと、非直交チャネルの増強レイヤのための第２のＴＰＲとを決定することと、非直交チ
ャネルの基準信号の少なくとも一部分を受信することと、受信された基準信号のエネルギ
ーレベルと、第１のＴＰＲまたは第２のＴＰＲのうちの１つまたは複数とに少なくとも部
分的に基づいて、基本レイヤまたは増強レイヤのチャネル品質を推定することとを含む。
【０００８】
　[0008]　例の第１のセットによれば、ワイヤレス通信のための装置（apparatus）が説
明され、装置は、非直交チャネルの基本レイヤのための第１のＴＰＲと、非直交チャネル
の増強レイヤのための第２のＴＰＲとを決定するための手段と、非直交チャネルの基準信
号の少なくとも一部分を受信するための手段と、受信された基準信号のエネルギーレベル
と、第１のＴＰＲまたは第２のＴＰＲのうちの１つまたは複数とに少なくとも部分的に基
づいて、基本レイヤまたは増強レイヤのチャネル品質を推定するための手段とを含む。
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【０００９】
　[0009]　例の第１のセットによれば、ワイヤレス通信のための別の装置が説明され、装
置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命令
とを含み、命令は、非直交チャネルの基本レイヤのための第１のＴＰＲと、非直交チャネ
ルの増強レイヤのための第２のＴＰＲとを決定することと、非直交チャネルの基準信号の
少なくとも一部分を受信することと、受信された基準信号のエネルギーレベルと、第１の
ＴＰＲまたは第２のＴＰＲのうちの１つまたは複数とに少なくとも部分的に基づいて、基
本レイヤまたは増強レイヤのチャネル品質を推定することとを行うようにプロセッサによ
って実行可能である。
【００１０】
　[0010]　例の第１のセットによれば、ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時
的コンピュータ可読媒体（non-transitory computer-readable medium）が説明され、コ
ードは、非直交チャネルの基本レイヤのための第１のＴＰＲと、非直交チャネルの増強レ
イヤのための第２のＴＰＲとを決定することと、非直交チャネルの基準信号の少なくとも
一部分を受信することと、受信された基準信号のエネルギーレベルと、第１のＴＰＲまた
は第２のＴＰＲのうちの１つまたは複数とに少なくとも部分的に基づいて、基本レイヤま
たは増強レイヤのチャネル品質を推定することとを行うようにプロセッサによって実行可
能な命令を備える。
【００１１】
　[0011]　例の第１のセットの方法、装置、および／または非一時的コンピュータ可読媒
体のいくつかの態様では、１つまたは複数の送信戦略カテゴリ（transmission strategy 
category）のうちのどれが非直交チャネルを介した基地局からＵＥへのダウンリンク送信
に使用されるべきかについての決定が行われ得、第１のＴＰＲおよび第２のＴＰＲは、第
１のＴＰＲ値と第２のＴＰＲ値の少なくとも１つのペア（pair）から選択され得、各ペア
は、送信戦略カテゴリのうちの１つと関連付けられる。いくつかの例では、シグナリング
は、第１のＴＰＲ値と第２のＴＰＲ値の１つまたは複数のペアと、ＴＰＲ値のペアの各々
と関連付けられる送信戦略カテゴリとを提供する基地局から受信され得る。シグナリング
は、たとえば、無線リソース制御（ＲＲＣ：radio resource control）シグナリングを介
して受信され得る。いくつかの例では、１つまたは複数の送信戦略カテゴリのうちのどれ
かを決定することは、それぞれの送信戦略（transmission strategy）の空間レイヤ共有
（spatial layer sharing）に少なくとも部分的に基づき、ＴＰＲ値の第１のペアは、空
間レイヤ共有を使用する送信戦略と関連付けられ、ＴＰＲ値の第２のペアは、空間レイヤ
共有を使用しない送信戦略と関連付けられる。いくつかの例では、基準信号は、セル固有
基準信号（Ｃ－ＲＳ：cell-specific reference signal）またはチャネル状態情報基準信
号（ＣＳＩ－ＲＳ：channel state information reference signal）のうちの１つまたは
複数である。
【００１２】
　[0012]　例の第１のセットの方法、装置、および／または非一時的コンピュータ可読媒
体のいくつかの態様では、第１のＴＰＲおよび第２のＴＰＲは、物理ダウンリンク制御チ
ャネル（ＰＤＣＣＨ：physical downlink control channel）中に含まれている情報に少
なくとも部分的に基づいて決定され、ＰＤＣＣＨ中に含まれている情報（information）
は、プリコーディング行列情報（precoding matrix information）、空間レイヤ共有情報
（spatial layer sharing information）、ＴＰＲ情報、または干渉打消し情報interfere
nce cancellation information）のうちの１つまたは複数を備える。いくつかの例では、
干渉打消し情報は、干渉打消しフラグ（interference cancellation flag）を含み得、フ
ラグが設定（set）されると、ＴＰＲ値の第１のペアが第１のＴＰＲおよび第２のＴＰＲ
に使用されることになり、フラグがクリア（clear）されると、ＴＰＲ値の第２のペアが
第１のＴＰＲおよび第２のＴＰＲに使用されることになる。いくつかの例では、ＴＰＲ値
の２つ以上のペアは、ＲＲＣシグナリングを介してＵＥに提供され得、ＴＰＲ値の各ペア
は、関連する第１のＴＰＲ値と第２のＴＰＲ値（associated first TPR value and secon
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d TPR value）とを含む。ＴＰＲ情報は、たとえば、ＴＰＲ値のどのペアが第１のＴＰＲ
および第２のＴＰＲのために選択されるべきかの指示（indication）を含み得る。
【００１３】
　[0013]　例の第１のセットの方法、装置、および／または非一時的コンピュータ可読媒
体のいくつかの態様では、非直交チャネルを介したデータ送信（data transmission）の
復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ：demodulation reference signal）が受信され得、データ送
信は、受信されたＤＭ－ＲＳのためのＴＰＲ値に少なくとも部分的に基づいて復調（demo
dulate）され得る。いくつかの例では、受信されたＤＭ－ＲＳのためのＴＰＲ値は、第１
のＴＰＲと第２のＴＰＲの合計（sum）である。いくつかの例では、受信されたＤＭ－Ｒ
ＳのためのＴＰＲ値は、第１のＴＰＲまたは第２のＴＰＲのうちの１つまたは複数とは無
関係（independent）であり、たとえば、１の比（unity ratio）であってよい。ＤＭ－Ｒ
Ｓは、いくつかの例では、非直交チャネルの複数のアンテナポート（antenna port）のう
ちの１つと関連付けられ得、複数のアンテナポートのうちの１つは、ＵＥが基本レイヤ送
信を受信するべきかまたは増強レイヤ送信を受信するべきかに基づいてチャネル品質を推
定するために選択され得る。いくつかの例では、基本レイヤ送信または増強レイヤ送信の
データ送信のための送信電力（transmit power）は、それぞれの基本レイヤまたは増強レ
イヤのＤＭ－ＲＳ電力に対応する。
【００１４】
　[0014]　説明のための例の第２のセットによれば、ワイヤレス通信のための方法が説明
される。一例では、方法は、基本レイヤデータ送信と基準信号送信との間の第１のＴＰＲ
と、増強レイヤデータ送信と基準信号送信との間の第２のＴＰＲとを決定することと、第
１のＴＰＲと第２のＴＰＲとを示すシグナリングを１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）
に送信することとを含み得る。
【００１５】
　[0015]　例の第２のセットによれば、ワイヤレス通信のための装置が説明され、装置は
、基本レイヤデータ送信と基準信号送信との間の第１のＴＰＲと、増強レイヤデータ送信
と基準信号送信との間の第２のＴＰＲとを決定するための手段と、第１のＴＰＲと第２の
ＴＰＲとを示すシグナリングを１つまたは複数のＵＥに送信するための手段とを含む。
【００１６】
　[0016]　例の第２のセットによれば、ワイヤレス通信のための別の装置が説明され、装
置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命令
とを含み、命令は、基本レイヤデータ送信と基準信号送信との間の第１のＴＰＲと、増強
レイヤデータ送信と基準信号送信との間の第２のＴＰＲとを決定し、第１のＴＰＲと第２
のＴＰＲとを示すシグナリングを１つまたは複数のＵＥに送信するようにプロセッサによ
って実行可能である。
【００１７】
　[0017]　例の第２のセットによれば、ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時
的コンピュータ可読媒体が説明され、コードは、基本レイヤデータ送信と基準信号送信と
の間の第１のＴＰＲと、増強レイヤデータ送信と基準信号送信との間の第２のＴＰＲとを
決定し、第１のＴＰＲと第２のＴＰＲとを示すシグナリングを１つまたは複数のＵＥに送
信するようにプロセッサによって実行可能な命令を備える。
【００１８】
　[0018]　例の第２のセットの方法、装置、および／または非一時的コンピュータ可読媒
体のいくつかの態様では、第１のＴＰＲおよび第２のＴＰＲの決定は、基地局とＵＥとの
間の送信のための１つまたは複数の送信戦略カテゴリを決定することと、各送信戦略カテ
ゴリのためのＴＰＲ値の１つまたは複数のペアを決定することと、ＴＰＲ値の各ペアは、
基本レイヤデータ送信のための関連する第１のＴＰＲ値と、増強レイヤデータ送信のため
の関連する第２のＴＰＲ値（associated second TPR value）とを備える、ＴＰＲ値の決
定されたペアに従って、１つまたは複数の基準信号を送信することとを含み得る。いくつ
かの例では、ＴＰＲ値のペアと、ＴＰＲ値の各ペアと関連付けられる送信戦略カテゴリと
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を提供するシグナリングが送信され得る。そのようなシグナリングは、たとえば、ＲＲＣ
シグナリングを介して送信され得る。いくつかの例では、送信戦略カテゴリは、送信戦略
の空間レイヤ共有に基づいて決定され得、ＴＰＲ値の第１のペアは、空間レイヤ共有を使
用する送信戦略と関連付けられ、ＴＰＲ値の第２のペアは、空間レイヤ共有を使用しない
送信戦略と関連付けられる。
【００１９】
　[0019]　上では、以下の発明を実施するための形態がより良く理解され得るように、本
開示による例の特徴および技術的利点をかなり広範に概説した。追加の特徴および利点が
以下で説明される。開示される概念および具体例は、本開示の同じ目的を遂行するための
他の構造を修正または設計するための基礎として容易に利用され得る。そのような等価な
構成は、添付の特許請求の範囲から逸脱しない。本明細書で開示される概念の特徴、それ
らの構成と動作の方法の両方は、関連する利点と一緒に、添付の図にとともに考慮される
と、以下の説明からより良く理解されよう。図の各々は、例示および説明のみのために提
供され、特許請求の範囲の限定を定めるものとして提供されるのではない。
【００２０】
　[0020]　本発明の本質および利点のさらなる理解は、以下の図面を参照することによっ
て実現され得る。添付の図において、同様のコンポーネントまたは特徴は、同じ参照ラベ
ルを有し得る。さらに、同じタイプの様々なコンポーネントは、参照ラベルの後に、ダッ
シュと、それらの同様のコンポーネントを区別する第２のラベルとを続けることによって
区別され得る。第１の参照ラベルのみが本明細書において使用される場合、その説明は、
第２の参照ラベルにかかわらず、同じ第１の参照ラベルを有する同様のコンポーネントの
いずれの１つにも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１Ａ】[0021]　本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムの例を示す図。
【図１Ｂ】[0022]　本開示の様々な態様による、階層的変調環境（hierarchical modulat
ion environment）を示す図。
【図２】[0023]　本開示の様々な態様による、基地局とＵＥとの間のメッセージフローを
示す図。
【図３】[0024]　本開示の様々な態様による、基地局とＵＥとの間の別のメッセージフロ
ーを示す図。
【図４Ａ】[0025]　本開示の様々な態様による、非直交送信の例示的な図。
【図４Ｂ】本開示の様々な態様による、非直交送信の例示的な図。
【図４Ｃ】本開示の様々な態様による、非直交送信の例示的な図。
【図５】[0026]　本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装
置のブロック図。
【図６】[0027]　本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための別
の装置のブロック図。
【図７】[0028]　本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための別
の装置のブロック図。
【図８】[0029]　本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための別
の装置のブロック図。
【図９】[0030]　本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するためのＵ
Ｅのブロック図。
【図１０】[0031]　本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
基地局（たとえば、ｅＮＢの一部またはすべてを形成する基地局）のブロック図。
【図１１】[0032]　本開示の様々な態様による、基地局とＵＥとを含むＭＩＭＯ通信シス
テムのブロック図。
【図１２】[0033]　本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の例を示す
フローチャート。
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【図１３】[0034]　本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための別の方法の例を
示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　[0035]　非直交送信における基準信号送信および送信電力比決定のための技法が説明さ
れる。いくつかの例では、基地局（たとえば、ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ（ｅＮＢ
）を含む基地局）および／またはＵＥは、ワイヤレス通信システム内で非直交送信を送信
および／または受信するように構成され得る。たとえば、ｅＮＢおよびＵＥは、信号の基
本レイヤを介して、ならびに基本レイヤとともに信号上で変調された増強レイヤを介して
、データストリームを送信および／または受信することができる。したがって、同時の非
直交のデータストリームが、同じまたは異なるＵＥに提供されることがあり、各変調レイ
ヤ（modulation layer）は、具体的な展開および／またはチャネル条件に基づいて選択さ
れ得るコンテンツを送信するために使用され得る。そのような同時の非直交のデータスト
リームは、非直交多元接続（ＮＯＭＡ：non-orthogonal multiple access）送信と呼ばれ
ることがあり、ダウンリンク送信の場合、ＮＯＭＡ送信は、ＮＯＭＡダウンリンク送信（
NOMA downlink transmission）と呼ばれ得る。様々な干渉軽減技法（interference mitig
ation technique）が、セル内から受信される干渉信号を補償するためにインプリメント
され得る。
【００２３】
　[0036]　いくつかの例では、ＮＯＭＡダウンリンク送信が、階層的変調（hierarchical
 modulation）および／または重畳変調（superposition modulation）を通じて基地局か
ら１つまたは複数のＵＥに提供されてよく、階層的変調および／または重畳変調では、第
１のデータストリームが、信号の基本レイヤ上での送信のために変調されてよく、第２の
データストリームが、信号の増強レイヤ上での送信のために変調されてよい。たとえば、
増強レイヤは、信号の基本レイヤ上に重畳されてよく、信号は、１つまたは複数のＵＥに
送信され得る。加えて、または代替的に、基本レイヤ上での第１のデータストリームの変
調および増強レイヤ上での第２のデータストリームの変調は階層的（hierarchical）であ
ってよく、その階層では、送信された信号のシンボルコンスタレーション（symbol const
ellation）は、基本レイヤおよび増強レイヤと関連付けられるサブコンスタレーション（
sub-constellation）を含む。いくつかの例では、ＵＥは、同様の方式で、複数の階層的
変調レイヤおよび／または重畳変調レイヤを基地局に送信することができる。
【００２４】
　[0037]　第１のデータストリームの宛先であるＵＥにとっては、増強レイヤは干渉と見
なされることがある。しかしながら、基本レイヤの信号対雑音比（ＳＮＲ：signal-to-no
ise ratio）は、増強レイヤからの干渉が存在する場合でも、基本レイヤからの第１のデ
ータストリームの復調および復号の成功を可能にするレベルであり得る。第２のデータス
トリームの宛先であるＵＥは、基本レイヤ上で受信されたシンボルおよび／またはデータ
を復調および／または復号し、次いで、基本レイヤの信号を打ち消すために干渉打消し（
interference cancellation）を実行することができる。次いで、ＵＥは、干渉打消しの
後に、残りの信号からの第２のデータストリームを復調および復号することができる。Ｎ
ＯＭＡダウンリンク送信中の複数のレイヤが同じリソースの一部またはすべてを共有する
（たとえば、部分的または完全に重複するリソースブロックを有する）とき、ＵＥは、Ｕ
Ｅに対して意図される他のレイヤ上のデータストリームを識別および復号するために、Ｎ
ＯＭＡダウンリンク送信のレイヤのうちの１つまたは複数に対して干渉打消し動作を実行
することができる。
【００２５】
　[0038]　ＮＯＭＡダウンリンク送信に対して干渉打消し動作を実行するために、ＵＥは
、ダウンリンク送信に使用されるワイヤレス送信チャネルのチャネル状態を推定する必要
があり得る。そのようなチャネル状態は、基地局によって送信される１つまたは複数の基
準信号に少なくとも部分的に基づいて推定され得る。いくつかの例では、非直交チャネル
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の基本レイヤのためのトラフィック対パイロット電力比（ＴＰＲ）が決定され得、非直交
チャネルの増強レイヤのための別のＴＰＲが決定され得る。基準信号送信は、基準信号送
信電力で基地局によって送信され得、ＵＥは、受信された基準信号のエネルギーレベルと
、第１のＴＰＲまたは第２のＴＰＲのうちの１つまたは複数とに少なくとも部分的に基づ
いて、基本レイヤまたは増強レイヤのチャネル品質を推定し得る。干渉打消しは、他の変
調レイヤ（modulation layer）からの干渉を打ち消すために、受信された信号に対して実
行され得る。
【００２６】
　[0039]　以下の説明は例を提供するものであり、特許請求の範囲に記載される範囲、適
用可能性、または例を限定するものではない。本開示の趣旨および範囲から逸脱すること
なく、議論される要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な例は、適宜、
様々な手順またはコンポーネントを省略し、置換し、または追加し得る。たとえば、説明
される方法は、説明される順序とは異なる順序で実行されることがあり、様々なステップ
が追加され、省略され、または組み合わされることがある。また、いくつかの例に関して
説明される特徴は、他の例においては組み合わされることがある。
【００２７】
　[0040]　図１Ａは、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム１００のブロ
ック図を示す。ワイヤレス通信システム１００は、複数の基地局１０５（たとえば、１つ
または複数のｅＮＢの一部またはすべてを形成する基地局）と、いくつかのＵＥ１１５と
、コアネットワーク１３０とを含み得る。基地局１０５のいくつかは、様々な例ではコア
ネットワーク１３０または基地局１０５のうちのいくつかの基地局の一部であり得る、基
地局コントローラ（図示されず）の制御下でＵＥ１１５と通信し得る。基地局１０５のい
くつかは、バックホールリンク（backhaul link）１３２を通じてコアネットワーク１３
０と制御情報および／またはユーザデータを通信し得る。いくつかの例では、基地局１０
５のうちのいくつかは、有線またはワイヤレス通信リンクであり得るバックホールリンク
１３４を通じて、互いに直接または間接的に通信し得る。ワイヤレス通信システム１００
は、複数のキャリア（異なる周波数の波形信号）上での動作をサポートすることができ得
る。マルチキャリア送信機は、複数のキャリア上で同時に、変調された信号を送信するこ
とができる。たとえば、各通信リンク１２５は、様々な無線技術に従って変調されたマル
チキャリア信号であり得る。各々の変調された信号は、異なるキャリア上で送られてよく
、制御情報（たとえば、基準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド情報、データな
どを搬送し得る。
【００２８】
　[0041]　基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介して、ＵＥ１１５とワ
イヤレスに通信することができる。基地局１０５の各々は、それぞれのカバレッジエリア
（coverage area）１１０に通信カバレッジを与え得る。いくつかの例では、基地局１０
５は、アクセスポイント、基地局装置（ＢＴＳ：base transceiver station）、無線基地
局、無線送受信機、基本サービスセット（ＢＳＳ：basic service set）、拡張サービス
セット（ＥＳＳ：extended service set）、ＮｏｄｅＢ、ｅｖｏｌｖｅｄ　ＮｏｄｅＢ（
ｅＮＢ）、Ｈｏｍｅ　ＮｏｄｅＢ、Ｈｏｍｅ　ｅＮｏｄｅＢ、または何らかの他の適切な
用語で呼ばれることがある。基地局１０５のためのカバレッジエリア１１０は、カバレッ
ジエリアの一部分だけを構成するセクタに分割され得る。ワイヤレス通信システム１００
は、異なるタイプの基地局１０５（たとえば、マクロ基地局、マイクロ基地局、および／
またはピコ基地局）を含み得る。基地局１０５はまた、セルラーおよび／またはＷＬＡＮ
無線アクセス技術などの様々な無線技術を利用し得る。基地局１０５は、（たとえば、本
明細書では総称的に「事業者（operator）」と呼ばれる）同じまたは異なるアクセスネッ
トワークまたは事業者展開と関連付けられ得る。同じもしくは異なるタイプの基地局１０
５のカバレッジエリアを含み、同じもしくは異なる無線技術を利用し、および／または、
同じもしくは異なるアクセスネットワークに属する、異なる基地局１０５のカバレッジエ
リアが重複することがある。
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【００２９】
　[0042]　いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００は、ＬＴＥ（登録商標）／
ＬＴＥ－Ａ通信システム（またはネットワーク）を含み得る。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信シ
ステムでは、ｅｖｏｌｖｅｄ　ＮｏｄｅＢまたはｅＮＢという用語は、たとえば、基地局
１０５の複数またはグループを記述するために使用され得る。いくつかの例では、ワイヤ
レス通信システム１００は、ＮＯＭＡダウンリンク送信のセットの送信をサポートするＬ
ＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信システムなどの、階層的変調および／または重畳変調と干渉打消し
とをサポートするＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信システムを含み得る。いくつかの例では、ワイ
ヤレス通信システム１００は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａとは異なる１つまたは複数のアクセス
技術を使用して、ワイヤレス通信をサポートすることができる。
【００３０】
　[0043]　ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプの基地局１０５が様々な地理
的領域にカバレッジを与える、異種（Heterogeneous）ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワーク
であってよく、またはそれを含んでよい。たとえば、各基地局１０５は、マクロセル、ピ
コセル、フェムトセル、および／または他のタイプのセルのための通信カバレッジを与え
得る。ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプのセルなどのスモールセルは
、低電力ノード（low power node）つまりＬＰＮを含み得る。マクロセルは、たとえば、
比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメートル）をカバーし、ネットワーク
プロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。ピコセ
ルは、たとえば、比較的より小さい地理的エリアをカバーし、ネットワークプロバイダの
サービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。また、フェムトセル
は、たとえば、比較的小さい地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーし、無制限アクセ
スに加えて、フェムトセルとの関連を有するＵＥ（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳ
Ｇ：closed subscriber group）中のＵＥ、自宅内のユーザのためのＵＥなど）による制
限付きアクセスも与え得る。マクロセルのためのｅＮＢは、マクロｅＮＢと呼ばれること
がある。ピコセルのためのｅＮＢは、ピコｅＮＢと呼ばれることがある。また、フェムト
セルのためのｅＮＢは、フェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢと呼ばれることがある。ｅＮ
Ｂは、１つまたは複数の（たとえば、２つ、３つ、４つなどの）セルをサポートし得る。
【００３１】
　[0044]　コアネットワーク１３０は、バックホールリンク１３２（たとえば、Ｓ１アプ
リケーションプロトコルなど）を介して基地局１０５と通信し得る。基地局１０５はまた
、たとえば、バックホールリンク１３４（たとえば、Ｘ２アプリケーションプロトコルな
ど）を介して、および／またはバックホールリンク１３２を介して（たとえば、コアネッ
トワーク１３０を通じて）直接または間接的に互いと通信し得る。ワイヤレス通信システ
ム１００は、同期動作または非同期動作をサポートすることができる。同期動作の場合、
ｅＮＢは同様のフレームタイミングおよび／またはゲーティングタイミングを有してよく
、異なるｅＮＢからの送信は概ね時間的に揃えられてよい。非同期動作の場合、ｅＮＢは
異なるフレームタイミングおよび／またはゲーティングタイミングを有してよく、異なる
ｅＮＢからの送信は時間的に揃えられないことがある。
【００３２】
　[0045]　ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散しているこ
とがある。ＵＥ１１５は、当業者によって、モバイルデバイス、移動局、加入者局、モバ
イルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、ワイヤレスデ
バイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末
、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、
モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることも
ある。ＵＥ１１５は、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレ
ス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピ
ュータ、コードレス電話、時計または眼鏡などのウェアラブルアイテム、ワイヤレスロー
カルループ（ＷＬＬ）局などであり得る。ＵＥ１１５は、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フ
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ェムトｅＮＢ、リレーなどと通信することが可能であり得る。ＵＥ１１５はまた、セルラ
ーもしくは他のＷＷＡＮアクセスネットワーク、またはＷＬＡＮアクセスネットワークな
どの、異なるタイプのアクセスネットワークを通じて通信することが可能であり得る。Ｕ
Ｅ１１５とのいくつかの通信モードでは、複数の通信リンク１２５またはチャネル（すな
わち、コンポーネントキャリア（component carrier））を通じて通信が行われてよく、
各チャネルはＵＥ１１５といくつかのセル（たとえばサービングセル、これはいくつかの
場合には同じまたは異なる基地局１０５によって運用され得る）のうちの１つとの間のコ
ンポーネントキャリアを使用する。
【００３３】
　[0046]　ワイヤレス通信システム１００に示される通信リンク１２５は、アップリンク
（ＵＬ）通信（たとえば、ＵＥ１１５から基地局１０５への送信）を搬送するための（コ
ンポーネントキャリアを使用した）アップリンクチャネルおよび／またはダウンリンク（
ＤＬ）通信（たとえば、基地局１０５からＵＥ１１５への送信）を搬送するための（コン
ポーネントキャリアを使用した）ダウンリンクチャネルを含み得る。ＵＬ通信または送信
は、逆方向リンク通信または送信と呼ばれることもあり、ＤＬ通信または送信は、順方向
リンク通信または送信と呼ばれることもある。いくつかの例では、１つまたは複数のダウ
ンリンクチャネルが、ＮＯＭＡダウンリンク送信を搬送し得る。
【００３４】
　[0047]　実施形態では、ｅＮＢ１０５および／またはＵＥ１１５を含む、ワイヤレス通
信システム１００のコンポーネントは、非直交送信の複数の変調レイヤのための送信電力
比決定を含む、非直交チャネルのフィードバックおよび復号のために構成される。本明細
書で使用される「非直交チャネル（non-orthogonal channels）」は、直交レイヤと非直
交レイヤの両方を含む可能な送信レイヤのためのマルチアンテナ送信機とマルチアンテナ
受信機との間のキャリアのチャネルを含む。たとえば、キャリアのための非直交チャネル
は、ＳＵ－ＭＩＭＯ、ＭＵ－ＭＩＭＯ、および／またはＮＯＭＡなどの送信技法のための
チャネルを含み得る。
【００３５】
　[0048]　いくつかの例では、非直交チャネルのためのチャネルフィードバック（channe
l feedback）は、基地局から送信された１つまたは複数の基準信号と、非直交チャネルを
介した送信のための潜在的な（potential）ＴＳと関連付けられる１つまたは複数のＴＰ
Ｒペアとに少なくとも部分的に基づいて推定され得る。たとえば、非直交チャネルの基本
レイヤのための第１のＴＰＲが決定され得、非直交チャネルの増強レイヤのための第２の
ＴＰＲが決定され得る。基準信号送信は、基準信号送信電力で基地局によって送信され得
、ＵＥは、受信された基準信号のエネルギーレベルと、第１のＴＰＲまたは第２のＴＰＲ
のうちの１つまたは複数とに少なくとも部分的に基づいて、基本レイヤまたは増強レイヤ
のチャネル品質を推定し得る。基地局は、いくつかの例では、基本レイヤまたは増強レイ
ヤの一方または両方のための１つまたは複数のＴＰＲ値を示し得るＴＰＲシグナリングを
送信し得る。図２は、ＵＥによるチャネル推定を容易にするために、ＴＰＲ決定がどのよ
うに使用され得るかの例を与える。
【００３６】
　[0049]　上述のように、本開示の様々な態様は、複数の階層的変調レイヤおよび／また
は重畳変調レイヤ上での送信を対象とする。図１Ｂは、基地局１０５－ａが階層的変調を
使用して１つまたは複数のＵＥ１１５と通信し得るシステム１００－ａを示す。システム
１００－ａは、たとえば、図１Ａに示されたワイヤレス通信システム１００の態様を示し
得る。図１Ｂの例では、基地局１０５－ａは、基地局１０５－ａのカバレッジエリア１１
０－ａ内のいくつかのＵＥ１１５－ａ、１１５－ｂ、および１１５－ｃと通信し得る。こ
の例では、基地局１０５－ａとＵＥ１１５との間で同時に送信される基本レイヤと１つま
たは複数の増強レイヤとを含み得る複数の変調レイヤがワイヤレス通信のために利用され
てよい。基本レイヤは、いくつかの例によれば、基地局１０５－ａとＵＥ１１５との間で
信頼性の比較的高い通信を有する送信を提供することができ、カバレッジエリア１１０－
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ａ内のＵＥ１１５が基本変調レイヤ（base modulation layer）上で送信されるコンテン
ツを復号することが可能となる確率がより高くなる。増強レイヤは、様々な例によれば、
基本レイヤと比較して、基地局１０５－ａとＵＥ１１５との間で信頼性の比較的低い通信
を提供し得る。したがって、増強レイヤ上での送信は、信頼できる受信および復号を有す
るために、比較的良好なチャネル状態を有するＵＥ１１５に提供され得る。
【００３７】
　[0050]　上述のように、増強レイヤは、基本レイヤと比較して受信成功の確率が低いこ
とがあり、受信成功の確率は、基地局１０５－ａとＵＥ１１５との間のチャネル状態に大
きく依存する。図１Ｂに示されるものなどのいくつかの展開では、ＵＥ１１５－ａおよび
１１５－ｂは、エリア１５５において基地局１０５－ａの比較的近くに位置することがあ
るが、ＵＥ１１５－ｃは、基地局１０５－ａカバレッジエリア１１０－ａのセルエッジ（
cell edge）のより近くに位置することがある。エリア１５５に位置するＵＥ１１５－ａ
および１１５－ｂが階層的変調および／または重畳変調につながるチャネル状態を有する
と決定される場合、基地局１０５－ａは、そのような通信が利用され得ることをＵＥ１１
５－ａおよび１１５－ｂにシグナリングし得る。そのような場合、通信リンク１２５－ａ
は、基本レイヤと増強レイヤの両方を含み得、ＵＥ１１５－ａおよび１１５－ｂは、変調
レイヤの各々の上での通信をサポートし得る。この例では、カバレッジエリア１１０－ａ
のセルエッジのより近くに、およびエリア１５５の外に位置するＵＥ１１５－ｃは、通信
リンク１２５－ｂ中の基本レイヤのみを使用して通信するためにシグナリングされ得る。
通信リンク１２５－ｂは依然として基本レイヤと増強レイヤの両方を用いて送信され得る
が、ＵＥ１１５－ｃは、増強レイヤ上に変調されたコンテンツの受信および復号の成功の
確率が比較的低いことに起因して、増強レイヤを復号することを試みないことがある。他
の例では、ＵＥ１１５のうちの１つまたは複数は、増強レイヤ送信を受信および復号する
能力を有しないことがあり、その場合、基本レイヤが、確立された技法に従って受信およ
び復号されるにすぎない。
【００３８】
　[0051]　図２は、本開示の様々な態様による、基地局２０５とＵＥ２１５との間のメッ
セージフロー２００を示す。いくつかの例では、基地局２０５は、図１Ａまたは図１Ｂを
参照して説明された基地局１０５のうちの１つまたは複数の態様の例であり得る。いくつ
かの例では、ＵＥ２１５は、図１Ａまたは図１Ｂを参照して説明されたＵＥ１１５のうち
の１つまたは複数の態様の例であり得る。少なくとも１つの高周波スペクトル帯域を通じ
て、基地局２０５とＵＥ２１５との間でメッセージが送信され得る。
【００３９】
　[0052]　図２に示されるように、基地局２０５は、ＴＰＲシグナリング２２０をＵＥ２
１５に送信することができる。ＴＰＲシグナリングは、基本レイヤ送信、増強レイヤ送信
、または両方のためのＴＰＲを示し得る。レガシーシステムでは、共通（またはセル固有
）基準信号（ＣＲＳ）またはチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）は、無線リソー
ス制御（ＲＲＣ）シグナリングを通じてシグナリングされるＴＰＲとともに、チャネル品
質情報推定に使用され得る。そのようなシステムにおけるＴＰＲ変化は比較的遅いことが
あり、そのようなシグナリングは、唯一のレガシー変調レイヤのためのＴＰＲに関する情
報を提供する。本開示の様々な態様によれば、上述のように、複数の階層的変調レイヤお
よび／または重畳変調レイヤが提供され得る。ＮＯＭＡダウンリンク送信のための基地局
によって送信される総電力は、基本レイヤ送信と増強レイヤ送信との間で分割され、した
がって、レガシーＲＲＣシグナリングを通じてシグナリングされるＴＰＲは、階層的変調
レイヤおよび／または重畳変調レイヤのすべてのためのＴＰＲを示すのに十分ではないこ
とがある。
【００４０】
　[0053]　本開示の様々な態様によれば、基本レイヤおよび増強レイヤのためのＴＰＲ情
報は、ＴＰＲシグナリング２２０に含まれ得る。いくつかの例では、ＴＰＲシグナリング
２２０は、それぞれ、基本レイヤおよび増強レイヤのためのＴＰＲをシグナリングするた
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めに、ＲＲＣシグナリングを使用して送信され得る。各変調レイヤのためのＴＰＲは、た
とえば、ＣＲＳ送信またはＣＳＩ－ＲＳ送信に対する比として示され得る。いくつかの例
では、各変調レイヤのためのＴＰＲの合計は、０ｄＢである必要はない。たとえば、ＴＰ
Ｒは、１つの送信戦略（ＴＳ：transmit strategy）に従って、基本レイヤ送信の場合は
－２．０ｄＢ、増強レイヤ送信の場合は－３．０ｄＢであってよく、異なるＴＳについて
は他の値であってよい。
【００４１】
　[0054]　いくつかの例では、１つまたは複数の異なるＴＳのためのＴＰＲペアがシグナ
リングされ得る。いくつかの例では、利用可能なＴＳの数に起因して、ＴＰＲシグナリン
グ２２０は、各ＴＳのためのシグナリングを提供するのではなく、異なるカテゴリのＴＳ
に適用される１つまたは複数のＴＰＲペアを含み得る。たとえば、第１のＴＰＲペアは、
空間レイヤ共有を用いるＴＳのための基本レイヤＴＰＲと増強レイヤＴＰＲとを含み得、
第２のＴＰＲペアは、空間レイヤ共有を用いないＴＳのための異なる基本レイヤＴＰＲと
増強レイヤＴＰＲとを含み得る。一例では、空間レイヤ共有を用いるＴＳの場合、基本レ
イヤは、総電力の８０％の送信電力を使用して送信されることがあり、関連する増強レイ
ヤは、総電力の２０％の送信電力を使用して送信されることがあり（すなわち、０．８、
０．２のＴＰＲペア）、空間レイヤ共有を用いないＴＳの場合、０．５、０．５の異なる
ＴＰＲペアが使用されることがある。もちろん、当業者に直ちに明らかになるように、多
数の異なるＴＰＲペアが利用されてよい。いくつかの例では、ＴＰＲのデフォルトのペア
が２つ以上の異なるＴＳに与えられることがある。他の例では、複数のＴＰＲペアが各Ｔ
Ｓカテゴリ（TS category）に与えられることがあり、基準信号を受信するＵＥは、各Ｔ
Ｓのための各異なるＴＰＲペアにチャネル情報フィードバック報告（channel informatio
n feedback report）を提供することができる。
【００４２】
　[0055]　引き続き図２を参照すると、ＵＥ２１５は、ブロック２２５において示される
ように、ＴＰＲシグナリング２２０の受信および処理を実行することができる。次いで、
ＵＥ２１５は、ブロック２３０において示されるように、基本レイヤ送信および増強レイ
ヤ送信の各々のためのＴＰＲを決定し得る。基地局２０５は、基準信号送信２３５（たと
えば、ＣＲＳまたはＣＳＩ－ＲＳ）を送信することができる。ＵＥ２１５において、基本
レイヤおよび増強レイヤのための決定されたＴＰＲは、ブロック２４０において示される
ように、ＳＮＲ予測において、また、非直交チャネルを介した基本レイヤおよび／または
増強レイヤを使用する送信のためのチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ：channel qualit
y indicator）を生成するために使用され得る。ＵＥ２１５は、ＣＱＩのすべてまたは一
部を含み得るチャネルフィードバック報告（channel feedback report）２４５を基地局
２０５に送信することができる。基地局２０５は、ブロック２５０において示されるよう
に、ＵＥ２１５からのチャネルフィードバック報告２４５に少なくとも部分的に基づいて
、ＮＯＭＡ送信のスケジューリングを実行することができる。いくつかの例では、基地局
２０５は、基本レイヤおよび増強レイヤのうちの１つまたは複数の上で送信を受信するた
めに、複数のＵＥのグループをスケジュールすることができ、グループ内のＵＥはすべて
、ＵＥ間のＳＮＲ不一致と潜在的な性能損失（performance loss）とを回避するために、
同じＴＰＲペアを共有する。
【００４３】
　[0056]　ＮＯＭＡ送信のスケジューリング２５０の後の（およびいくつかの例では、直
後の）何らかの時点において、基地局２０５は、ＮＯＭＡダウンリンク送信２５５を送信
することができる。ＮＯＭＡダウンリンク送信２５５は、ＵＥ２１５（および場合によっ
てはＮＯＭＡグループ中の他のＵＥ）によって受信され得る。場合によっては、ＮＯＭＡ
ダウンリンク送信２５５は、基本レイヤおよび／または増強レイヤの復調をサポートする
ためにＵＥ２１５によって使用され得るＤＭ－ＲＳを含み得る。
【００４４】
　[0057]　ブロック２６０において、ＵＥ２１５は、干渉送信（interfering transmissi
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on）（たとえば、基本レイヤ）に対する干渉打消し動作（たとえば、コードワードレベル
干渉打消し（ＣＷＩＣ：codeword-level interference cancellation）動作、シンボルレ
ベル干渉打消し（ＳＬＩＣ：symbol-level interference cancellation）動作など）を実
行することができる。干渉打消し動作は、基本レイヤおよび増強レイヤのためのＣＱＩ情
報ならびに／または送信のＤＭ－ＲＳに少なくとも部分的に基づいて、干渉送信に対して
実行され得る。いくつかの例では、干渉打消し動作は、異なるＵＥ（図示されず）のため
の通信に対応するか、あるいはＵＥ２１５のための複数の階層的変調レイヤおよび／また
は重畳変調レイヤのうちの１つに対応する干渉送信（たとえば、階層的変調レイヤおよび
／または重畳変調レイヤ）を復号する（たとえば、ＣＲＣデスクランブル（CRC-descramb
ling））ことを含み得る。たとえば、ＵＥ２１５は、増強レイヤ送信のみを受信するよう
にスケジュールされてよく、または基本レイヤ送信と増強レイヤ送信の両方を受信するよ
うにスケジュールされてよく、受信された信号の増強レイヤ上に変調されたデータストリ
ームを識別および復号するために、基本レイヤ上で干渉打消しを実行することができる。
【００４５】
　[0058]　ブロック２６５において、ＵＥ２１５は、非直交チャネルを介して受信された
データ送信のＤＭ－ＲＳと、基本レイヤおよび増強レイヤのための決定されたＴＰＲとに
基づいて、基本レイヤおよび／または増強レイヤの復調を実行することができる。たとえ
ば、ＵＥ２１５は、非直交チャネルを介してデータ送信のＤＭ－ＲＳを受信し、ＴＰＲ値
に基づいて、データ送信の復調のための信号基準値（signal reference value）（たとえ
ば、位相、振幅など）を決定することができる。ブロック２６５および２６０は、反復し
て実行され得る（たとえば、基本レイヤの干渉打消しに先立つ基本レイヤの復調、干渉打
消し後の信号からの増強レイヤの復調、など）。
【００４６】
　[0059]　図３は、本開示の様々な態様による、基地局３０５とＵＥ３１５との間のメッ
セージフロー３００を示す。いくつかの例では、基地局３０５は、図１Ａまたは図１Ｂを
参照して説明された基地局１０５のうちの１つまたは複数の態様の例であり得る。いくつ
かの例では、ＵＥ３１５は、図１Ａまたは図１Ｂを参照して説明されたＵＥ１１５のうち
の１つまたは複数の態様の例であり得る。いくつかの例では、ＵＥ３１５、およびいくつ
かの例では他のＵＥ（図示されず）は、ＮＯＭＡ通信（たとえば、基本レイヤまたは増強
レイヤのうちの１つまたは複数の上での通信）を受信することができる。少なくとも１つ
の高周波スペクトル帯域を通じて、基地局３０５とＵＥ３１５との間でメッセージが送信
され得る。
【００４７】
　[0060]　図３に示されるように、基地局３０５は、ＴＰＲシグナリング３２０をＵＥ３
１５に送信することができる。ＴＰＲシグナリングは、基本レイヤ送信、増強レイヤ送信
、または両方のためのＴＰＲを示し得る。いくつかの例では、ＴＰＲシグナリング３２０
は、それぞれ、基本レイヤおよび増強レイヤのためのＴＰＲをシグナリングするために、
ＲＲＣシグナリングを使用して送信され得る。いくつかの例では、ＴＰＲシグナリング３
２０は、ＴＰＲの１つまたは複数のペアを含み得、ＴＰＲペアの１つの値は基本レイヤＴ
ＰＲに対応し、ＴＰＲペアの第２の値は増強レイヤＴＰＲに対応する。各変調レイヤのた
めのＴＰＲは、たとえば、ＣＲＳ送信またはＣＳＩ－ＲＳ送信に対する比として示され得
る。ＵＥ３１５は、ブロック３２５において示されるように、ＴＰＲシグナリング３２０
の受信および処理を実行することができる。次いで、ＵＥ３１５は、ブロック３３０にお
いて示されるように、ダウンリンク送信のためのＴＳカテゴリ（TS category）を決定す
ることができる。
【００４８】
　[0061]　ブロック３３５において、ＵＥ３１５は、決定されたＴＳカテゴリに基づいて
、基本レイヤ送信および増強レイヤ送信のためのＴＰＲペアを決定することができる。い
くつかの例では、ＴＰＲペアは、１つまたは複数の異なるカテゴリのＴＳのためのＴＰＲ
シグナリング３２０においてシグナリングされ得る。たとえば、第１のＴＰＲペアは、空
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間レイヤ共有を用いるＴＳのための基本レイヤＴＰＲと増強レイヤＴＰＲとを含み得、第
２のＴＰＲペアは、空間レイヤ共有を用いないＴＳのための異なる基本レイヤＴＰＲと増
強レイヤＴＰＲとを含み得る。ＵＥ３１５は、いくつかの例では、物理ダウンリンク制御
チャネル（ＰＤＣＣＨ）上で受信され得るダウンリンク制御情報（ＤＣＩ：downlink con
trol information）に含まれ得る情報に基づいて、ＴＳカテゴリを決定することができる
。いくつかの例では、ＵＥ３１５は、プリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ：prec
oding matrix indicator）と、ＰＤＣＣＨ上で受信されるＤＣＩからの空間レイヤ使用量
（spatial layer usage）に関する情報とを決定することができる。いくつかの例では、
１つまたは複数のＰＤＣＣＨ送信は、ＴＰＲフィールドを含み得る。そのようなＴＰＲフ
ィールドは、１つまたは複数のＴＰＲ値が変化するのを可能にすることができ、たとえば
、基地局３０５がＴＰＲシグナリング３２０中のＲＲＣシグナリングにおいて提供されて
いる場合があるＴＰＲを上書きすることを可能にすることができる。いくつかの状況では
、同じ空間レイヤ使用量を有する２つ以上のＴＳが存在することがある。
【００４９】
　[0062]　そのような異なるＴＳのためのＴＰＲは、いくつかの例によれば、どのＴＰＲ
値がＵＥ３１５によって使用されるべきかにおけるあいまいさを回避するために、同じ値
になるように設定され得る。他の例では、同じ空間レイヤ使用量を有する異なるＴＳは、
データ干渉打消しが関連する送信に使用されるかどうかに基づいて、異なるＴＰＲ値を有
してよい。そのような例では、ＵＥ３１５が使用するためのＴＰＲは、ＰＤＣＣＨ送信に
含まれ得る干渉打消しフラグに基づいて解決され得る。たとえば、１という値に設定され
る干渉打消しフラグは、データ干渉打消しが使用されるべきであることを示すことができ
、第１のＴＰＲペアを伴ってよく、０という値にクリアされる干渉打消しフラグは、デー
タ干渉打消しが使用されないことを示すことができ、第２のＴＰＲペアを伴ってよい。次
いで、ＰＤＣＣＨ送信を前提として、どのＴＳが使用されているかをＵＥが決定した後に
ＴＰＲが知られ、チャネルおよび干渉統計値（channel and interference statistics）
が適切に構成され得る。
【００５０】
　[0063]　引き続き図３を参照すると、基地局３０５は、基準信号送信３４０（たとえば
、ＣＲＳまたはＣＳＩ－ＲＳ）を送信することができる。ＵＥ３１５において、決定され
たＴＰＲペアは、ブロック３４５において示されるように、ＳＮＲ予測において、また、
受信された基準信号のエネルギーレベルと、決定されたＴＰＲペアとに基づいて、基本レ
イヤおよび増強レイヤのうちの１つまたは複数のチャネル品質を推定するために使用され
得る。ＵＥ３１５は、（たとえば、ＣＱＩ報告などにおける）推定されたチャネル品質の
すべてまたは一部を含み得るチャネルフィードバック報告（channel feedback report）
３５０を基地局３０５に送信することができる。
【００５１】
　[0064]　基地局３０５は、ブロック３５５において示されるように、ＵＥ３１５からの
チャネルフィードバック報告３５０に少なくとも部分的に基づいて、非直交送信のスケジ
ューリングを実行することができる。たとえば、基地局３０５は、データ送信の１つまた
は複数の基本レイヤおよび／または増強レイヤを介してデータストリームを受信するため
に、複数のＵＥのグループをスケジュールすることができ、グループ内のＵＥはすべて、
性能損失をもたらし得るＵＥ間のＳＮＲ不一致を回避するために、同じＴＰＲペアを共有
する。次いで、基地局３０５は、非直交ダウンリンク送信（non-orthogonal downlink tr
ansmissio）３６０を送信することができる。非直交ダウンリンク送信３６０は、ＵＥ３
１５（および場合によってはグループ中の他のＵＥ）によって受信され得る。非直交ダウ
ンリンク送信３６０は、ＤＭ－ＲＳを含み得、基本レイヤまたは増強レイヤの復調のため
にＵＥ３１５によって使用され得る。
【００５２】
　[0065]　ブロック３６５において、ＵＥ３１５の動作は、干渉送信に対して干渉打消し
動作（たとえば、ＣＷＩＣ、ＳＬＩＣなど）を実行することを含み得る。干渉打消し動作
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は、基本レイヤおよび増強レイヤのためのＣＱＩ情報に少なくとも部分的に基づいて、干
渉送信に対して実行され得る。いくつかの例では、干渉打消し動作は、異なるＵＥ（図示
されず）のための通信に対応するか、あるいはＵＥ３１５のための複数の階層的変調レイ
ヤおよび／または重畳変調レイヤのうちの１つに対応する干渉送信（たとえば、階層的変
調レイヤおよび／または重畳変調レイヤ）を復号する（たとえば、ＣＲＣデスクランブル
）ことを含み得る。たとえば、ＵＥ３１５は、増強レイヤ送信のみを受信するようにスケ
ジュールされてよく、または基本レイヤ送信と増強レイヤ送信の両方を受信するようにス
ケジュールされてよく、受信された信号の増強レイヤ上に変調されたデータストリームを
識別および復号するために、基本レイヤ上で干渉打消しを実行することができる。
【００５３】
　[0066]　ブロック３７０において、ＵＥ３１５は、非直交ダウンリンク送信３６０に含
まれる受信されたＤＭ－ＲＳと、基本レイヤおよび増強レイヤのための決定されたＴＰＲ
とに基づいて、基本レイヤおよび／または増強レイヤの復調を実行することができる。た
とえば、ＵＥ３１５は、非直交チャネルを介してデータ送信のＤＭ－ＲＳを受信し、ＴＰ
Ｒ値に基づいて、データ送信の復調のための基準値（たとえば、位相、振幅など）を決定
することができる。ブロック３７０および３６５は、反復して実行され得る（たとえば、
基本レイヤの干渉打消しに先立つ基本レイヤの復調、干渉打消し後の信号からの増強レイ
ヤの復調、など）。
【００５４】
　[0067]　図４Ａ～図４Ｃは、本開示の様々な態様による、非直交送信のＤＭ－ＲＳのた
めのＴＰＲの例示的な図を示す。図４Ａの図４００－ａは、ＮＯＭＡ送信４０５－ａのシ
グナリング電力レベルを示す。ＮＯＭＡ送信４０５－ａは、ＣＲＳ　４１０－ａと、ＤＭ
－ＲＳ　４２０－ａと、基本レイヤ４３０－ａと、増強レイヤ４３５－ａとを含む。（た
とえば、ＣＲＳ　４１０－ａに対する）ＤＭ－ＲＳ　４２０－ａのためのＴＰＲは、いく
つかの例によれば、基本レイヤ４３０－ａおよび増強レイヤ４３５－ａのためのＴＰＲペ
アの合計であってよい。たとえば、ＴＰＲペアが、ＣＲＳ　４１０－ａに対して、基本レ
イヤ４３０－ａおよび増強レイヤ４３５－ａのための０．８および０．３という値を有す
る場合、ＤＭ－ＲＳ　４２０－ａのＴＰＲは、ＴＰＲペアの合計、すなわち１．１である
と決定され得る。データ送信（たとえば、基本レイヤ４３０－ａまたは増強レイヤ４３５
－ａ）のためのＴＰＲは、ＣＲＳ　４１０－ａの送信電力レベルに対して決定され得る。
上述のように、ＴＰＲシグナリングにおいて与えられる１つまたは複数のＴＰＲ値は、Ｎ
ＯＭＡ送信４０５－１と関連付けられるＰＤＣＣＨ送信中の新しいＴＰＲ値によって上書
きされ得る。ＤＭ－ＲＳ　４２０－ｂのＴＰＲがデータ送信のためのＴＰＲペアの合計で
ある例では、ＤＭ－ＲＳ　４２０－ｂのためのＴＰＲは、新しいＴＰＲ値に基づいて動的
に更新され得る。
【００５５】
　[0068]　図４Ｂの図４００－ｂは、ＮＯＭＡ送信４０５－ｂのシグナリング電力レベル
を示す。ＮＯＭＡ送信４０５－ｂは、ＣＲＳ　４１０－ｂと、ＤＭ－ＲＳ　４２０－ｂと
、基本レイヤ４３０－ｂと、増強レイヤ４３５－ｂとを含む。ＮＯＭＡ送信４０５－ｂの
場合、（たとえば、ＣＲＳ　４１０－ｂに対する）ＤＭ－ＲＳ　４２０－ｂのためのＴＰ
Ｒは、基本レイヤ４３０－ｂおよび増強レイヤ４３５－ｂのためのＴＰＲペアとは無関係
であってよい。たとえば、ＤＭ－ＲＳ　４２０－ｂの電力レベルは、ＣＲＳ　４１０－ｂ
の電力レベルと同じであってよい（またはその電力レベルの所定の係数であってよい）。
したがって、基本レイヤ４３０－ｂおよび増強レイヤ４３５－ｂの送信電力のためのＴＰ
Ｒペアが、ＣＲＳ　４１０－ｂに対して、０．８および０．３という値を有する場合、Ｄ
Ｍ－ＲＳ　４２０－ｂのＴＰＲは、１．０である（たとえば、ＣＲＳ　４１０－ｂ送信に
対して１の電力比を有する）と決定され得る。上述のように、ＴＰＲシグナリングにおい
て与えられる１つまたは複数のＴＰＲ値は、ＮＯＭＡ送信４０５－ｂと関連付けられるＰ
ＤＣＣＨ送信中の新しいＴＰＲ値によって上書きされ得る。ＤＭ－ＲＳ　４２０－ｂのＴ
ＰＲがＣＲＳ　４１０－ｂの電力に対して１であると決定される例では、新しいＴＰＲ値
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は、ＣＲＳ　４１０－ｂの電力レベルに対するＤＭ－ＲＳ　４２０－ｂの電力レベルに影
響を及ぼさないことがある。
【００５６】
　[0069]　図４Ｃの図４００－ｃは、ＮＯＭＡ送信４０５－ｃのシグナリング電力レベル
を示す。ＮＯＭＡ送信４０５－ｃは、ＣＲＳ　４１０－ｃと、第１のアンテナポートを介
して送信される第１のＤＭ－ＲＳ［０]　４２０－ｃと、第２のアンテナポートを介して
送信される第２のＤＭ－ＲＳ［１]　４２５－ｃと、基本レイヤ４３０－ｃと、増強レイ
ヤ４３５－ｃとを含む。場合によっては、（たとえば、ＣＲＳ　４１０－ｃに対する）第
１のＤＭ－ＲＳ［０]　４２０－ｃのためのＴＰＲは、基本レイヤ４３０－ｃのためのＴ
ＰＲに対応してよく、（たとえば、ＣＲＳ　４１０－ｃに対する）第２のＤＭ－ＲＳ［１
]のためのＴＰＲは、増強レイヤ４３５－ｃのためのＴＰＲに対応してよい。第１のアン
テナポートおよび第２のアンテナポートは、ＵＥが基本レイヤ送信を受信するべきかまた
は増強レイヤ送信を受信するべきかに基づいて選択されてよく、基本レイヤ４３０－ｃの
ためのＴＰＲまたは増強レイヤ４３５－ｃのためのＴＰＲは、この選択に基づくアンテナ
ポートに対応してよい。そのような例では、異なるＵＥは、ＮＯＭＡ送信のためのＵＥの
グループに含まれてよく、グループ内の各ＵＥは、対応するＤＭ－ＲＳを有するＮＯＭＡ
送信のためのそれ自体のアンテナポートを与えられてよい。たとえば、あるＵＥはアンテ
ナポート７を割り当てられることがあり、別のＵＥはアンテナポート８を割り当てられる
ことがある。そのような場合、ＮＯＭＡ送信中のデータリソース要素のためのＴＰＲは、
対応するＤＭ－ＲＳ［０]　４２０－ｃまたはＤＭ－ＲＳ［１]　４２５－ｃのためのＴＰ
Ｒと同じであってよく（たとえば、ＤＭ－ＲＳの電力レベルとＮＯＭＡ送信のデータリソ
ース要素の電力レベルとの間の差は、０ｄＢであってよく）、識別されたアンテナポート
と他のＵＥがＤＭ－ＲＳ送信を共有する可能性がないので、送信に使用されるＴＰＲ値が
ＴＰＲシグナリングにおいてシグナリングされたものとは異なる場合でも、ＰＤＣＣＨ送
信においてＴＰＲフィールドは不要である。
【００５７】
　[0070]　いくつかの例では、図４Ａ～図４Ｃに示されるＮＯＭＡ送信４０５は、正規化
された電力レベルでＣＲＳ４１０に送信され得る他の基準信号（たとえば、ＣＳＩ－ＲＳ
など）も含み得る。
【００５８】
　[0071]　図５は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
装置５１５のブロック図５００を示す。いくつかの例では、装置５１５は、図１Ａ、図１
Ｂ、図２、図３、または図４Ａ～図４Ｃを参照して説明されたＵＥ１１５、２１５、また
は３１５のうちの１つまたは複数の態様の例であり得る。装置５１５は、プロセッサでも
あり得る。装置５１５は、受信機５１０、ワイヤレス通信マネージャ（wireless communi
cation manager）５２０、および／または送信機５３０を含み得る。これらのコンポーネ
ントの各々は、互いに通信していることがある。
【００５９】
　[0072]　装置５１５のコンポーネントは、適用可能な機能の一部またはすべてをハード
ウェアで実行するように適合された１つまたは複数の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）
を使用して、個々にまたは集合的に実装され得る。代替として、機能は、１つまたは複数
の集積回路上で、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって実行され得
る。他の例では、当技術分野で知られている任意の様式でプログラムされ得る、他のタイ
プの集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、フィールドプ
ログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、および他のセミカスタムＩＣ）が使用され得る
。各ユニットの機能はまた、全体的または部分的に、１つまたは複数の汎用または特定用
途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリに組み込まれた
命令を用いて実装され得る。
【００６０】
　[0073]　いくつかの例では、受信機５１０は、少なくとも１つの高周波スペクトル帯域
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を通じて送信を受信するように動作可能な少なくとも１つの高周波（ＲＦ）受信機などの
、少なくとも１つのＲＦ受信機を含み得る。いくつかの例では、少なくとも１つの高周波
スペクトル帯域は、たとえば、図１Ａ、図１Ｂ、図２、図３、または図４Ａ～図４Ｃのう
ちの１つまたは複数を参照して説明されたように、ワイヤレス通信のために使用され得る
。受信機５１０は、図１Ａまたは図１Ｂを参照して説明されたワイヤレス通信システム１
００の１つまたは複数の通信リンクなどの、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の
通信リンクを通じて様々なタイプのデータおよび／または制御信号（すなわち、送信）を
受信するために使用され得る。たとえば、受信機５１０は、上で議論されたものなどのＴ
ＰＲシグナリングを受信し、ＴＰＲシグナリング５２５をワイヤレス通信マネージャ５２
０に提供することができる。受信機５１０はまた、１つまたは複数の基準信号送信と、１
つまたは複数のデータ信号送信とを受信し、これらの送信をワイヤレス通信マネージャ５
２０に提供することができる。
【００６１】
　[0074]　いくつかの例では、送信機５３０は、少なくとも１つの高周波スペクトル帯域
を通じて送信するように動作可能な少なくとも１つのＲＦ送信機などの、少なくとも１つ
のＲＦ送信機を含み得る。送信機５３０は、図１Ａまたは図１Ｂを参照して説明されたワ
イヤレス通信システム１００の１つまたは複数の通信リンクなどの、ワイヤレス通信シス
テムの１つまたは複数の通信リンクを通じて様々なタイプのデータおよび／または制御信
号（すなわち、送信）を送信するために使用され得る。たとえば、送信機５３０は、ワイ
ヤレス通信マネージャ５２０からチャネルフィードバック報告５３５を受信することがで
き、チャネルフィードバック報告を基地局に送信することができる。
【００６２】
　[0075]　ワイヤレス通信マネージャ５２０は、装置５１５へのおよび／または装置５１
５からのワイヤレス通信の一部またはすべてを管理するために使用され得る。いくつかの
例では、ワイヤレス通信マネージャ５２０は、ＴＰＲプロセッサ５４０と、チャネル品質
推定器（channel quality estimator）５５０とを含み得る。
【００６３】
　[0076]　いくつかの例では、ＴＰＲプロセッサ５４０は、ＵＥ（たとえば、装置５１５
を含むＵＥ）のためのＴＰＲシグナリング情報を受信するために使用され得る。ＴＰＲプ
ロセッサ５４０は、いくつかの例では、非直交チャネルの基本レイヤのための第１のＴＰ
Ｒと、非直交チャネルの増強レイヤのための第２のＴＰＲとを決定することができる。そ
のような決定は、いくつかの例によれば、基地局から受信されたＴＰＲシグナリング５２
５に少なくとも部分的に基づき得る。
【００６４】
　[0077]　いくつかの例では、チャネル品質推定器５５０は、ＴＰＲプロセッサ５４０か
ら受信されたＴＰＲ情報５５５に少なくとも部分的に基づいて、基地局に提供され得るチ
ャネルフィードバック報告に含めるためのチャネル品質を推定するために使用され得る。
いくつかの例では、受信機５１０は、非直交チャネルの基準信号５２６の少なくとも一部
分をチャネル品質推定器５５０に与えることができ、チャネル品質推定器５５０は、受信
された基準信号５２６のエネルギーレベルと、ＴＰＲプロセッサ５４０から受信されたＴ
ＰＲ情報５５５とに少なくとも部分的に基づいて、基本レイヤまたは増強レイヤのチャネ
ル品質を推定し得る。
【００６５】
　[0078]　図６は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
ワイヤレス通信マネージャ５２０－ａのブロック図６００を示す。いくつかの例では、ワ
イヤレス通信マネージャ５２０－ａは、図５のワイヤレス通信マネージャ５２０の態様の
例であり得、場合によっては、受信機５１０および／または送信機５３０と結合され得る
。ワイヤレス通信マネージャ５２０－ａは、プロセッサでもあり得る。
【００６６】
　[0079]　ワイヤレス通信マネージャ５２０－ａのコンポーネントは、個別にまたは集合



(18) JP 6882407 B2 2021.6.2

10

20

30

40

50

的に、ハードウェア中の適用可能な機能の一部またはすべてを実行するように適合された
１つまたは複数のＡＳＩＣを使用して実装され得る。代替として、機能は、１つまたは複
数の集積回路上で、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって実行され
得る。他の例では、当技術分野で知られている任意の方式でプログラムされ得る、他のタ
イプの集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、
および他のセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体的または
部分的に、１つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるよう
にフォーマットされた、メモリに組み込まれた命令を用いて実装され得る。
【００６７】
　[0080]　ワイヤレス通信マネージャ５２０－ａは、図１Ａ、図１Ｂ、図２、図３または
図４Ａ～図４Ｃを参照して説明されたＵＥ１１５、２１５、３１５のうちの１つまたは複
数への、および／またはそれらからのワイヤレス通信の一部またはすべてを管理するため
に使用され得る。いくつかの例では、ワイヤレス通信マネージャ５２０－ａは、ＴＰＲプ
ロセッサ５４０－ａと、チャネル品質推定器５５０－ａと、基準信号プロセッサ６６０と
、ＮＯＭＡ送信プロセッサ６７０とを含み得る。
【００６８】
　[0081]　いくつかの例では、ＴＰＲプロセッサ５４０－ａは、ＵＥ（たとえば、ワイヤ
レス通信マネージャ５２０－ａを含むＵＥ）のためのＴＰＲシグナリング６２５を受信す
るために使用され得る。ＴＰＲプロセッサ５４０－ａは、いくつかの例では、非直交チャ
ネルの基本レイヤのための第１のＴＰＲと、非直交チャネルの増強レイヤのための第２の
ＴＰＲとを決定することができる。そのような決定は、いくつかの例によれば、受信機を
介して基地局から受信されたＴＰＲシグナリング６２５に少なくとも部分的に基づき得る
。
【００６９】
　[0082]　いくつかの例では、ＴＰＲプロセッサ５４０－ａは、１つまたは複数のＴＳカ
テゴリのうちのどれが非直交チャネルを介した基地局からＵＥへのダウンリンク送信に使
用されるべきかを決定することができるＴＳカテゴリプロセッサ６４５を含み得る。いく
つかの例では、１つまたは複数のＴＳカテゴリの決定は、それぞれのＴＳの空間レイヤ共
有に少なくとも部分的に基づき得る。たとえば、ＴＰＲ値の第１のペアは、空間レイヤ共
有を使用するＴＳと関連付けられ得、ＴＰＲ値の第２のペアは、空間レイヤ共有を使用し
ないＴＳと関連付けられ得る。ＴＳカテゴリに関する情報は、ＴＰＲプロセッサ５４０－
ａに提供され得、ＴＰＲプロセッサ５４０－ａは、第１のＴＰＲ値と第２のＴＰＲ値の少
なくとも１つのペアから第１のＴＰＲと第２のＴＰＲとを選択することができ、各ペアは
、ＴＳカテゴリのうちの１つと関連付けられる。いくつかの例では、ＴＰＲプロセッサ５
４０－ａは、第１のＴＰＲ値と第２のＴＰＲ値の１つまたは複数のペアと、ＴＰＲ値のペ
アの各々と関連付けられるＴＳカテゴリとを提供する基地局から、受信機を介してＴＰＲ
シグナリング６２５および／または他の構成情報（configuration information）を受信
することができる。そのようなシグナリングは、たとえば、ＲＲＣメッセージングを介し
て受信され得る。
【００７０】
　[0083]　いくつかの例では、第１のＴＰＲおよび第２のＴＰＲは、たとえば、１つまた
は複数のＤＣＩ送信中など、１つまたは複数のＰＤＣＣＨ送信中に含まれている情報に少
なくとも部分的に基づいて決定され得る。１つまたは複数のＰＤＣＣＨ送信中に含まれて
いる情報は、様々な例によれば、プリコーディング行列情報、空間レイヤ共有情報、ＴＰ
Ｒ情報、または干渉打消し情報のうちの１つまたは複数を含み得る。いくつかの例では、
干渉打消し情報は、干渉打消しフラグを含み得、フラグが設定されると、第１のＴＰＲお
よび第２のＴＰＲのためにＴＰＲ値の第１のペアが選択され得、フラグがクリアされると
、第１のＴＰＲおよび第２のＴＰＲのためにＴＰＲ値の第２のペアが選択され得る。いく
つかの例では、ＴＰＲプロセッサ５４０－ａは、たとえば、受信機において受信されたＲ
ＲＣメッセージングを介してＴＰＲ値の２つ以上のペアを与えられてよく、ＴＰＲ値の各
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ペアは、関連する第１のＴＰＲ値と第２のＴＰＲ値とを含み得る。さらなる例では、ＴＰ
Ｒプロセッサ５４０－ａにおいて受信されたＴＰＲシグナリング６２５は、ＴＰＲ値のど
のペアが第１のＴＰＲおよび第２のＴＰＲのために選択されるべきかの指示を含み得る。
【００７１】
　[0084]　いくつかの例では、基準信号プロセッサ６６０は、１つまたは複数の基準信号
６３５を（たとえば、受信機を介して）受信することができる。そのような基準信号６３
５は、たとえば、ＣＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳ、および／またはＤＭ－ＲＳを含み得る。いくつ
かの例では、チャネル品質推定器５５０－ａは、ＴＰＲプロセッサ５４０－ａからＴＰＲ
情報６５５を受信することができ、ＴＰＲ情報６５５は、第１のＴＰＲおよび第２のＴＰ
Ｒの指示を含み、受信された基準信号６３５のエネルギーレベルと、第１のＴＰＲまたは
第２のＴＰＲのうちの１つまたは複数とに基づいて、基本レイヤまたは増強レイヤのチャ
ネル品質を推定することができる。チャネル品質推定は、基地局に（たとえば、送信機を
介して）送信され得るチャネルフィードバック報告６５２に含まれ得る。基準信号６３５
がＤＭ－ＲＳを含む例では、基準信号プロセッサ６６０は、受信されたＤＭ－ＲＳのため
のＴＰＲ値に少なくとも部分的に基づいて、データ送信を復調する際にＮＯＭＡ送信プロ
セッサ６７０が使用するための復調情報６８５（たとえば、位相基準、振幅基準など）を
決定することができる。
【００７２】
　[0085]　場合によっては、基準信号プロセッサ６６０は、ＴＰＲプロセッサ５４０－ａ
からＴＰＲ情報６５５を受信することができ、ＴＰＲ情報６５５は、第１のＴＰＲおよび
第２のＴＰＲの指示を含み得る。基準信号６３５がＤＭ－ＲＳを含む例では、受信された
ＤＭ－ＲＳのためのＴＰＲ値は、第１のＴＰＲと第２のＴＰＲの合計であり得る。他の例
では、受信されたＤＭ－ＲＳのためのＴＰＲ値は、第１のＴＰＲまたは第２のＴＰＲのう
ちの１つまたは複数とは無関係であってよく、たとえば、１の比であってよい（たとえば
、ＤＭ－ＲＳは、ＣＲＳまたはＣＳＩ－ＲＳと同じ電力レベルを有してよい、など）。い
くつかの例では、ＤＭ－ＲＳは、いくつかの利用可能なアンテナポートのうちの１つと関
連付けられ得、チャネル品質を推定するために選択されるアンテナポートは、基本レイヤ
送信が受信されるべきかまたは増強レイヤ送信が受信されるべきかに基づいて決定され得
る。さらに、いくつかの例では、基本レイヤ送信または増強レイヤ送信のデータ送信のた
めの送信電力は、関連する基本レイヤまたは増強レイヤのＤＭ－ＲＳの送信電力に対応す
ることができる。
【００７３】
　[0086]　いくつかの例では、ＮＯＭＡ送信プロセッサ６７０は、受信機を介してＮＯＭ
Ａダウンリンク送信（NOMA downlink transmission）６７２を受信することができ、チャ
ネル品質推定器５５０－ａからＣＱＩ情報６８６を受信することもできる。ＮＯＭＡ送信
プロセッサ６７０は、干渉打消しプロセッサ（interference cancellation processor）
６７５を含み得、干渉打消しプロセッサ６７５は、復調情報６８５および／またはＣＱＩ
情報６８６（たとえば、基本レイヤ、増強レイヤのＣＱＩ情報、および／または送信のＤ
Ｍ－ＲＳ）に基づいて、干渉送信（interfering transmission）またはＮＯＭＡダウンリ
ンク送信６７２のレイヤに対して干渉打消し動作を実行することができる。いくつかの例
では、干渉打消しプロセッサ６７５は、１つまたは複数のＰＤＣＣＨ送信において設定さ
れ得る干渉打消しフラグに基づいて、干渉送信に対して干渉打消し動作を実行するために
使用され得る。いくつかの例では、干渉打消し動作は、干渉送信を復号することと、次い
で、ＮＯＭＡダウンリンク送信６７２のセットから干渉送信を打ち消すこととを含み得る
。
【００７４】
　[0087]　図７は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
装置７０５のブロック図７００を示す。いくつかの例では、装置７０５は、図１Ａ、図１
Ｂ、図２、図３、または図４Ａ～図４Ｃのうちの１つまたは複数を参照して説明された基
地局１０５、２０５、または３０５のうちの１つまたは複数の態様の例であり得る。装置
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７０５は、プロセッサでもあり得る。装置７０５は、受信機７１０、ＮＯＭＡマネージャ
７２０、および／または送信機７３０を含み得る。これらのコンポーネントの各々は、互
いに通信していることがある。
【００７５】
　[0088]　装置７０５のコンポーネントは、個別にまたは集合的に、ハードウェア中の適
用可能な機能の一部またはすべてを実行するように適合された１つまたは複数のＡＳＩＣ
を使用して実装され得る。代替として、機能は、１つまたは複数の集積回路上で、１つま
たは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって実行され得る。他の例では、当技術
分野で知られている任意の方式でプログラムされ得る、他のタイプの集積回路（たとえば
、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および他のセミカスタムＩ
Ｃ）が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体的または部分的に、１つまたは複数
の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メ
モリに組み込まれた命令を用いて実装され得る。
【００７６】
　[0089]　いくつかの例では、受信機７１０は、少なくとも１つの高周波スペクトル帯域
を通じて送信を受信するように動作可能な少なくとも１つのＲＦ受信機などの、少なくと
も１つのＲＦ受信機を含み得る。いくつかの例では、少なくとも１つの高周波スペクトル
帯域は、たとえば、図１Ａ、図１Ｂ、図２、図３、または図４Ａ～図４Ｃのうちの１つま
たは複数を参照して説明されたように、ワイヤレス通信のために使用され得る。受信機７
１０は、図１Ａまたは図１Ｂを参照して説明されたワイヤレス通信システム１００の１つ
または複数の通信リンクなどの、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンク
を通じて様々なタイプのデータおよび／または制御信号（すなわち、送信）を受信するた
めに使用され得る。たとえば、受信機７１０は、１つまたは複数のＵＥからデータ、制御
、または基準信号を受信することができる。いくつかの例では、ＮＯＭＡマネージャ７２
０は、受信機７１０からチャネルフィードバック報告７２５を受信することができ、ＮＯ
ＭＡマネージャ７２０は、チャネルフィードバック報告７２５に少なくとも部分的に基づ
いて、ＮＯＭＡ送信のスケジューリングを実行することができる。
【００７７】
　[0090]　いくつかの例では、送信機７３０は、少なくとも１つの高周波スペクトル帯域
を通じて送信するように動作可能な少なくとも１つのＲＦ送信機などの、少なくとも１つ
のＲＦ送信機を含み得る。送信機７３０は、図１Ａまたは図１Ｂを参照して説明されたワ
イヤレス通信システム１００の１つまたは複数の通信リンクなどの、ワイヤレス通信シス
テムの１つまたは複数の通信リンクを通じて様々なタイプのデータおよび／または制御信
号（すなわち、送信）を送信するために使用され得る。たとえば、送信機７３０は、デー
タ、制御、または基準信号を１つまたは複数のＵＥに送信することができる。
【００７８】
　[0091]　ＮＯＭＡマネージャ７２０は、装置７０５へのおよび／または装置７０５から
の非直交ワイヤレス通信（non-orthogonal wireless communication）の一部またはすべ
てを管理するために使用され得る。いくつかの例では、ＮＯＭＡマネージャ７２０は、Ｔ
ＰＲ決定プロセッサ７４０と、ＴＰＲシグナリングプロセッサ７５０とを含み得る。
【００７９】
　[0092]　いくつかの例では、ＴＰＲ決定プロセッサ７４０は、基本レイヤデータ送信と
基準信号送信との間の第１のＴＰＲと、増強レイヤデータ送信と基準信号送信との間の第
２のＴＰＲとを決定するために使用され得る。ＴＰＲ決定プロセッサ７４０は、非直交送
信のための１つまたは複数のＴＰＲペア７６５をＴＰＲシグナリングプロセッサ７５０に
渡すことができる。ＴＰＲシグナリングプロセッサ７５０は、ＴＰＲ決定プロセッサ７４
０によって決定されたＴＰＲペア７６５の１つまたは複数のＴＰＲを示すＴＰＲシグナリ
ング７５５を１つまたは複数のＵＥに（たとえば、送信機７３０を介して）送信するため
に使用され得る。
【００８０】
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　[0093]　図８は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
ＮＯＭＡマネージャ７２０－ａのブロック図８００を示す。いくつかの例では、ＮＯＭＡ
マネージャ７２０－ａは、図７のＮＯＭＡマネージャ７２０の態様の例であり得、場合に
よっては、受信機および／または送信機と結合され得る。ＮＯＭＡマネージャ７２０－ａ
は、プロセッサでもあり得る。
【００８１】
　[0094]　ＮＯＭＡマネージャ７２０－ａのコンポーネントは、個別にまたは集合的に、
ハードウェア中の適用可能な機能の一部またはすべてを実行するように適合された１つま
たは複数のＡＳＩＣを使用して実装され得る。代替として、機能は、１つまたは複数の集
積回路上で、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって実行され得る。
他の例では、当技術分野で知られている任意の方式でプログラムされ得る、他のタイプの
集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および
他のセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体的または部分的
に、１つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォ
ーマットされた、メモリに組み込まれた命令を用いて実装され得る。
【００８２】
　[0095]　ＮＯＭＡマネージャ７２０－ａは、図１Ａ、図１Ｂ、図２、図３または図４Ａ
～図４Ｃを参照して説明された基地局１０５、２０５、または３０５のうちの１つまたは
複数との間の非直交ワイヤレス通信の一部またはすべてを管理するために使用され得る。
いくつかの例では、ＮＯＭＡマネージャ７２０－ａは、ＴＰＲ決定プロセッサ７４０－ａ
と、ＴＳ決定プロセッサ（TS determination processor）８４５と、ＴＰＲシグナリング
プロセッサ７５０－ａと、チャネルフィードバックプロセッサ８５０と、基準信号送信プ
ロセッサ８６０とを含み得る。場合によっては、チャネルフィードバックプロセッサ８５
０は、１つまたは複数のＵＥから、１つまたは複数のＣＱＩ報告のすべてまたは一部を含
み得るチャネルフィードバック報告８２５を受信することができる。
【００８３】
　[0096]　いくつかの例では、ＴＰＲ決定プロセッサ７４０－ａは、１つまたは複数のＵ
Ｅへの潜在的なＮＯＭＡ送信のための１つまたは複数のＴＰＲペア７６５－ａを決定する
ために使用され得、各ＴＰＲペアは、基本レイヤと基準信号との間の第１のＴＰＲと、増
強レイヤと基準信号との間の第２のＴＰＲとを含む。ＴＰＲ決定プロセッサ７４０－ａは
、１つまたは複数のＴＰＲペア７６５－ａをＴＰＲシグナリングプロセッサ７５０－ａに
渡すことができ、ＴＰＲシグナリングプロセッサ７５０－ａは、たとえば、非直交チャネ
ルを介したＮＯＭＡ送信のための第１のＴＰＲと第２のＴＰＲとを示すシグナリング８５
５を１つまたは複数のＵＥに（たとえば、送信機を介して）送信することができる。ＴＰ
Ｒシグナリングプロセッサ７５０－ａは、いくつかの例では、ＴＰＲペア７６５－ａと、
ＴＳ決定プロセッサ８４５によって決定された各ＴＰＲペア７６５－ａと関連付けられる
送信戦略カテゴリ８６５とを提供するシグナリング８５５を送信するために使用され得る
。シグナリング８５５は、いくつかの例では、ＲＲＣシグナリングを介して送信され得る
。
【００８４】
　[0097]　いくつかの例では、ＴＳ決定プロセッサ８４５は、基地局とＵＥとの間の送信
のための１つまたは複数の送信戦略カテゴリ８６５を決定することができる。ＴＰＲ決定
プロセッサ７４０－ａは、そのような例では、各送信戦略カテゴリ８６５のためのＴＰＲ
値８３５の１つまたは複数のペアを決定することができ、ＴＰＲ値８３５の各ペアは、基
本レイヤデータ送信のための関連する第１のＴＰＲ値と、増強レイヤデータ送信のための
関連する第２のＴＰＲ値とを備える。いくつかの例では、送信戦略カテゴリ８６５は、送
信戦略の空間レイヤ共有に基づいて決定され得る。そのような例では、ＴＰＲ値の第１の
ペアは、空間レイヤ共有を使用する送信戦略と関連付けられ得、ＴＰＲ値の第２のペアは
、空間レイヤ共有を使用しない送信戦略と関連付けられ得る。
【００８５】
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　[0098]　いくつかの例では、基準信号送信プロセッサ８６０は、ＴＰＲペア７６５－ａ
のＴＰＲ値に従って１つまたは複数の基準信号８７０を送信するために使用され得る。基
準信号は、たとえば、ＣＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳ、またはＤＭ－ＲＳのうちの１つまたは複数
を含み得る。
【００８６】
　[0099]　図９は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
ＵＥ９１５のブロック図９００を示す。ＵＥ９１５は様々な構成を有してよく、含まれて
よく、またはパーソナルコンピュータ（たとえば、ラップトップコンピュータ、ネットブ
ックコンピュータ、タブレットコンピュータなど）、携帯電話、ＰＤＡ、デジタルビデオ
レコーダ（ＤＶＲ）、インターネット機器、ゲームコンソール、電子リーダーなどの一部
であってよい。いくつかの例では、ＵＥ９１５は、モバイル動作を容易にするために、小
型バッテリーなどの内部電源（図示されず）を有し得る。いくつかの例では、ＵＥ９１５
は、図１Ａ、図１Ｂ、図２、図３、もしくは図４を参照して説明されたＵＥ１１５、２１
５、３１５、もしくは４１５のうちの１つまたは複数の態様、または、図５を参照して説
明された装置５１５のうちの１つまたは複数の態様の例であり得る。ＵＥ９１５は、図１
Ａ、図１Ｂ、図２、図３、図４Ａ～図４Ｃ、図５、または図６のうちの１つまたは複数を
参照して説明された、ＵＥおよび／または装置の特徴および機能の少なくともいくつかを
実装するように構成され得る。
【００８７】
　[0100]　ＵＥ９１５は、ＵＥプロセッサ９１０、ＵＥメモリ９２０、１つまたは複数の
ＵＥ送受信機９３０、１つまたは複数のＵＥアンテナ９４０、および／またはＵＥワイヤ
レス通信マネージャ９６０を含み得る。これらのコンポーネントの各々は、１つまたは複
数のバス９３５を通じて、直接または間接的に互いと通信していることがある。
【００８８】
　[0101]　ＵＥメモリ９２０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および／または読取
り専用メモリ（ＲＯＭ）を含み得る。ＵＥメモリ９２０は、実行されると、ワイヤレス通
信および／またはＮＯＭＡ通信技法を使用する通信に関する本明細書で説明される様々な
機能をＵＥプロセッサ９１０に実行させるように構成される命令を含む、コンピュータ可
読のコンピュータ実行可能コード９２５を記憶し得る。代替的に、コード９２５は、ＵＥ
プロセッサ９１０によって直接実行可能ではないことがあるが、（たとえば、コンパイル
され実行されると）本明細書で説明される様々な機能をＵＥ９１５に実行させるように構
成され得る。
【００８９】
　[0102]　ＵＥプロセッサ９１０は、インテリジェントハードウェアデバイス、たとえば
、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る。ＵＥ
プロセッサ９１０は、ＵＥ送受信機９３０を通じて受信された情報および／またはＵＥア
ンテナ９４０を通じた送信のためにＵＥ送受信機９３０に送られるべき情報を処理し得る
。ＵＥプロセッサ９１０は、単独で、またはＵＥワイヤレス通信マネージャ９６０ととも
に、ＵＥ９１５のためのワイヤレス通信の様々な態様を扱うことができる。ＵＥプロセッ
サ９１０は、たとえば、ＲＲＣアイドル状態とＲＲＣ接続状態との間のＵＥ９１５の遷移
を管理することができ、１つまたは複数のバス９３５を通じて、直接または間接的に、Ｕ
Ｅ９１５の他のコンポーネントと通信していることがある。
【００９０】
　[0103]　ＵＥ送受信機９３０は、パケットを変調し、変調されたパケットを送信のため
にＵＥアンテナ９４０に与え、ＵＥアンテナ９４０から受信されたパケットを復調するよ
うに構成されたモデムを含み得る。ＵＥ送受信機９３０は、いくつかの例では、１つまた
は複数のＵＥ送信機および１つまたは複数の別個のＵＥ受信機として実装され得る。ＵＥ
送受信機９３０は、第１の高周波スペクトル帯域および／または第２の高周波スペクトル
帯域における通信をサポートし得る。ＵＥ送受信機９３０は、図１Ａ、図１Ｂ、図２、図
３、もしくは図４Ａ～図４Ｃを参照して説明された基地局１０５、２０５、もしくは３０
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５のうちの１つもしくは複数と、または図７の装置７０５のうちの１つもしくは複数と、
ＵＥアンテナ９４０を介して双方向に通信するように構成され得る。ＵＥ９１５は単一の
ＵＥアンテナを含み得るが、ＵＥ９１５が複数のＵＥアンテナ９４０を含み得る例があり
得る。
【００９１】
　[0104]　ＵＥワイヤレス通信マネージャ９６０は、ＵＥのためのＮＯＭＡ通信技法に関
する特徴および／または機能の一部またはすべてを含む、ワイヤレス通信に関する、図１
Ａ、図１Ｂ、図２、図３、図４Ａ～図４Ｃ、図５、または図６のうちの１つまたは複数を
参照して説明された特徴および／または機能の一部またはすべてを、実行および／または
制御するように構成され得る。ＵＥワイヤレス通信マネージャ９６０もしくはその一部は
、プロセッサを含んでよく、ならびに／または、ＵＥワイヤレス通信マネージャ９６０の
機能の一部もしくはすべては、ＵＥプロセッサ９１０によって、および／もしくはＵＥプ
ロセッサ９１０とともに実行されてよい。いくつかの例では、ＵＥワイヤレス通信マネー
ジャ９６０は、図５または図６を参照して説明されたワイヤレス通信マネージャ５２０の
例であり得る。
【００９２】
　[0105]　図１０は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するため
の基地局１００５（たとえば、ｅＮＢの一部またはすべてを形成する基地局）のブロック
図１０００を示す。いくつかの例では、基地局１００５は、図１Ａ、図１Ｂ、図２、図３
、もしくは図４Ａ～図４Ｃを参照して説明された基地局１０５、２０５、もしくは３０５
のうちの１つもしくは複数の態様、または図７を参照して説明された装置７０５のうちの
１つもしくは複数の態様の例であり得る。基地局１００５は、図１Ａ、図１Ｂ、図２、図
３、図４Ａ～図４Ｃ、図７、または図８に関して説明された基地局および／またはデバイ
スの特徴および機能の少なくともいくつかを、実装または支援するように構成され得る。
【００９３】
　[0106]　基地局１００５は、基地局プロセッサ１０１０、基地局メモリ１０２０、（基
地局送受信機１０５０によって表される）少なくとも１つの基地局送受信機モジュール、
（基地局アンテナ１０５５によって表される）少なくとも１つの基地局アンテナ、および
基地局ＮＯＭＡマネージャ１０６０を含み得る。基地局１００５はまた、基地局間通信マ
ネージャ（inter-base station communications manager）１０３０および／またはネッ
トワーク通信マネージャ１０４０の１つまたは複数を含み得る。これらのコンポーネント
の各々は、１つまたは複数のバス１０３５を通じて、直接または間接的に互いと通信して
いることがある。
【００９４】
　[0107]　基地局メモリ１０２０は、ＲＡＭおよび／またはＲＯＭを含み得る。基地局メ
モリ１０２０は、実行されると、ワイヤレス通信および／またはＮＯＭＡ通信技法を使用
する通信に関する本明細書で説明される様々な機能を基地局プロセッサモジュール１０１
０に実行させるように構成される命令を含む、コンピュータ可読のコンピュータ実行可能
コード１０２５を記憶し得る。代替的に、コード１０２５は、基地局プロセッサ１０１０
によって直接実行可能ではないことがあるが、（たとえば、コンパイルされ実行されると
）本明細書で説明される様々な機能を基地局１００５に実行させるように構成され得る。
【００９５】
　[0108]　基地局プロセッサ１０１０は、インテリジェントハードウェアデバイス、たと
えば、ＣＰＵ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る。基地局プロセッサ１０
１０は、基地局送受信機１０５０、基地局間通信マネージャ１０３０、および／またはネ
ットワーク通信マネージャ１０４０を通じて受信された情報を処理することができる。基
地局プロセッサ１０１０はまた、アンテナ１０５５を通じた送信のために送受信機１０５
０に、１つもしくは複数の他の基地局１００５－ａおよび１００５－ｂへの送信のために
基地局間通信マネージャ１０３０に、および／または図１Ａもしくは図１Ｂを参照して説
明されたコアネットワーク１３０の１つもしくは複数の態様の例であり得るコアネットワ
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ーク１０４５への送信のためにネットワーク通信マネージャ１０４０に送られるべき情報
を処理することができる。基地局プロセッサ１０１０は、単独で、または基地局ＮＯＭＡ
マネージャ１０６０とともに、基地局１００５のためのワイヤレス通信の様々な態様を扱
うことができる。
【００９６】
　[0109]　基地局送受信機１０５０は、パケットを変調し、変調されたパケットを送信の
ために基地局アンテナ１０５５に与え、基地局アンテナ１０５５から受信されたパケット
を復調するように構成されたモデムを含み得る。基地局送受信機１０５０は、いくつかの
例では、１つまたは複数の基地局送信機および１つまたは複数の別個の基地局受信機とし
て実装され得る。基地局送受信機１０５０は、１つまたは複数の高周波スペクトル帯域に
おける通信をサポートすることができる。基地局送受信機１０５０は、図１Ａ、図１Ｂ、
図２、図３、図４Ａ～図４Ｃ、もしくは図９を参照して説明されたＵＥ１１５、２１５、
３１５、もしくは９１５の１つまたは複数、または、図５を参照して説明された装置５１
５の１つまたは複数などの、１つまたは複数のＵＥまたは装置と、アンテナ１０５５を介
して双方向に通信するように構成され得る。基地局１００５は、たとえば、複数の基地局
アンテナ１０５５（たとえば、アンテナアレイ）を含み得る。基地局１００５は、ネット
ワーク通信マネージャ１０４０を通じてコアネットワーク１０４５と通信し得る。基地局
１００５はまた、基地局間通信マネージャ１０３０を使用して、基地局１００５－ａおよ
び１００５－ｂなどの他の基地局と通信し得る。
【００９７】
　[0110]　基地局ＮＯＭＡマネージャ１０６０は、基地局のためのＮＯＭＡ通信技法に関
する特徴および／または機能の一部またはすべてを含む、ワイヤレス通信に関する、図１
Ａ、図１Ｂ、図２、図３、図４Ａ～図４Ｃ、図７、または図８のうちの１つまたは複数を
参照して説明された特徴および／または機能の一部またはすべてを、実行および／または
制御するように構成され得る。基地局ＮＯＭＡマネージャ１０６０もしくはその一部は、
プロセッサを含んでよく、ならびに／または、基地局ＮＯＭＡマネージャ１０６０の機能
の一部もしくはすべては、基地局プロセッサ１０１０によって、および／もしくは基地局
プロセッサ１０１０とともに実行されてよい。
【００９８】
　[0111]　図１１は、本開示の様々な態様による、基地局１１０５とＵＥ１１１５とを含
むＭＩＭＯ通信システム１１００のブロック図である。ＭＩＭＯ通信システム１１００は
、図１Ａまたは図１Ｂを参照して説明されたワイヤレス通信システム１００の態様を示し
得る。いくつかの例では、基地局１１０５は、図１Ａ、図１Ｂ、図２、図３、図４Ａ～図
４Ｃ、もしくは図１０を参照して説明された基地局１０５、２０５、３０５、もしくは１
００５のうちの１つもしくは複数の態様、または図７を参照して説明された装置７０５の
うちの１つもしくは複数の態様の例であり得る。いくつかの例では、ＵＥ１１１５は、図
１Ａ、図１Ｂ、図２、図３、図４Ａ～図４Ｃ、もしくは図９を参照して説明されたＵＥ１
１５、２１５、３１５、もしくは９１５のうちの１つもしくは複数の態様、または図５を
参照して説明された装置５１５のうちの１つもしくは複数の態様の例であり得る。基地局
１１０５はアンテナ１１３４～１１３５を装備することがあり、ＵＥ１１１５はアンテナ
１１５２～１１５３を装備することがある。ＭＩＭＯ通信システム１１００では、基地局
１１０５は、同時に複数の通信リンクを通じてデータを送ることが可能であり得る。各通
信リンクは、ＳＵ－ＭＩＭＯ、ＭＵ－ＭＩＭＯ、および／またはＮＯＭＡを含むマルチア
ンテナ技法に従って処理され得る。ＳＵ－ＭＩＭＯの場合、通信リンクの「ランク（rank
）」は、通信に使用される空間レイヤ（spatial layer）の数を示し得る。たとえば、基
地局１１０５が２つの空間レイヤを送信する２×２のＭＩＭＯ通信システムでは、基地局
１１０５とＵＥ１１１５との間の通信リンクのランクは２である。
【００９９】
　[0112]　基地局１１０５において、送信プロセッサ１１２０がデータソースからデータ
を受信し得る。送信プロセッサ１１２０はデータを処理し得る。送信プロセッサ１１２０
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はまた、制御シンボルおよび／または基準シンボルを生成し得る。送信（ＴＸ）ＭＩＭＯ
プロセッサ１１３０は、適用可能な場合、データシンボル、制御シンボル、および／また
は基準シンボルに対して空間処理（たとえば、プリコーディング）を実行することができ
、出力シンボルストリームを送信変調器１１３２～１１３３に与えることができる。各変
調器１１３２～１１３３は、出力サンプルストリームを取得するために、（たとえば、Ｏ
ＦＤＭなどのために）それぞれの出力シンボルストリームを処理することができる。各変
調器１１３２～１１３３はさらに、ＤＬ信号を取得するために、出力サンプルストリーム
を処理する（たとえば、アナログへ変換し、増幅し、フィルタリングし、アップコンバー
トする）ことができる。一例では、変調器１１３２～１１３３からのＤＬ信号は、それぞ
れアンテナ１１３４～１１３５を介して送信され得る。
【０１００】
　[0113]　ＵＥ１１１５において、ＵＥアンテナ１１５２～１１５３は、基地局１１０５
からＤＬ信号を受信することができ、受信された信号をそれぞれ復調器１１５４～１１５
５に与えることができる。各復調器１１５４～１１５５は、入力サンプルを取得するため
に、それぞれの受信された信号を調整する（たとえば、フィルタリングし、増幅し、ダウ
ンコンバートし、デジタル化する）ことができる。各復調器１１５４～１１５５はさらに
、受信されたシンボルを取得するために、（たとえば、ＯＦＤＭなどのために）入力サン
プルを処理することができる。ＭＩＭＯ検出器１１５６は、すべての復調器１１５４～１
１５５から受信されたシンボルを取得し、適用可能な場合は受信されたシンボルに対して
ＭＩＭＯ検出を実行し、検出されたシンボルを与えることができる。受信プロセッサ１１
５８は、検出されたシンボルを処理（たとえば、復調、デインターリーブ、および復号）
し、ＵＥ１１１５のための復号されたデータをデータ出力に与え、復号された制御情報を
プロセッサ１１８０、またはメモリ１１８２に与えることができる。
【０１０１】
　[0114]　プロセッサ１１８０は、場合によっては、ワイヤレス通信マネージャ１１８４
をインスタンス化するための記憶された命令を実行し得る。ワイヤレスマネージャ１１８
４は、図５、図６、または図９を参照して説明されたワイヤレス通信マネージャ５２０、
５２０－ａ、または９６０の態様の例であり得る。
【０１０２】
　[0115]　アップリンク（ＵＬ）上で、ＵＥ１１１５において、送信プロセッサ１１６４
は、データソースからデータを受信し、処理することができる。送信プロセッサ１１６４
はまた、基準信号のための基準シンボルを生成することができる。送信プロセッサ１１６
４からのシンボルは、適用可能な場合は送信ＭＩＭＯプロセッサ１１６６によってプリコ
ードされ、さらに（たとえば、ＳＣ－ＦＤＭＡなどのために）変調器１１５４～１１５５
によって処理され、基地局１１０５から受信された送信パラメータに従って基地局１１０
５に送信され得る。基地局１１０５において、ＵＥ１１１５からのＵＬ信号がアンテナ１
１３４～１１３５によって受信され、復調器１１３２～１１３３によって処理され、適用
可能な場合はＭＩＭＯ検出器１１３６によって検出され、受信プロセッサ１１３８によっ
てさらに処理され得る。受信プロセッサ１１３８は、復号されたデータをデータ出力にな
らびにプロセッサ１１４０および／またはメモリ１１４２に与えることができる。プロセ
ッサ１１４０は、場合によっては、ＮＯＭＡマネージャ１１８６をインスタンス化するた
めの記憶された命令を実行し得る。ＮＯＭＡマネージャ１１８６は、図７、図８、または
図１０を参照して説明されたＮＯＭＡマネージャ７２０、７２０－ａ、または１０６０の
態様の例であり得る。
【０１０３】
　[0116]　ＵＥ１１１５のコンポーネントは、適用可能な機能の一部またはすべてをハー
ドウェアで実行するように適合された１つまたは複数のＡＳＩＣを用いて、個々にまたは
集合的に実装され得る。言及されたコンポーネントの各々は、ＭＩＭＯ通信システム１１
００の動作に関する１つまたは複数の機能を実行するための手段であり得る。同様に、基
地局１１０５のコンポーネントは、適用可能な機能の一部またはすべてをハードウェアで
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実行するように適合された１つまたは複数のＡＳＩＣを用いて、個々にまたは集合的に実
装され得る。言及されたコンポーネントの各々は、ＭＩＭＯ通信システム１１００の動作
に関する１つまたは複数の機能を実行するための手段であり得る。
【０１０４】
　[0117]　図１２は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１２００
の例を示すフローチャートである。明快のために、方法１２００は、図１Ａ、図１Ｂ、図
２、図３、図４Ａ～図４Ｃ、図９、もしくは図１１を参照して説明されたＵＥ１１５、２
１５、３１５、９１５、もしくは１１１５のうちの１つまたは複数の態様、または、図５
を参照して説明された装置５１５のうちの１つまたは複数の態様を参照して、以下で説明
される。いくつかの例では、ＵＥおよび／または装置は、以下で説明される機能を実行す
るようにＵＥおよび／または装置の機能要素を制御するためのコードの１つまたは複数の
セットを実行し得る。加えて、または代替的に、ＵＥおよび／または装置は、専用のハー
ドウェアを使用して、以下で説明される機能の１つまたは複数を実行することができる。
【０１０５】
　[0118]　ブロック１２０５において、方法１２００は、ＴＰＲシグナリングを受信する
ことを含み得る。ＴＰＲシグナリングは、たとえば、基本変調レイヤ（base modulation 
layer）および増強変調レイヤ（enhancement modulation layer）のためのＴＰＲの１つ
または複数の値を含み得る。いくつかの例では、ＴＰＲシグナリングは、各々が基本変調
レイヤおよび増強変調レイヤのためのＴＰＲ値を含んでいる、１つまたは複数のＴＰＲペ
アを含み得る。ブロック１２０５における動作は、図５の受信機５１０、図５もしくは図
６を参照して説明されたワイヤレス通信マネージャ５２０、図９のＵＥアンテナ９４０お
よびＵＥ送受信機９３０、または図１１のＵＥアンテナ１１５２～１１５３、復調器１１
５４～１１５５および関連する受信コンポーネントを使用して実行され得る。
【０１０６】
　[0119]　ブロック１２１０において、方法１２００は、ダウンリンク通信のためのＴＳ
を識別することを含み得る。ＴＳを識別することは、いくつかの例では、通信のためのＴ
Ｓのカテゴリを識別することを含み得る。ブロック１２１０における動作は、図５、図６
、図９、および／もしくは図１１を参照して説明されたワイヤレス通信マネージャ５２０
、９６０、および／もしくは１１８４、または図６を参照して説明されたＴＳカテゴリプ
ロセッサ６４５を使用して実行され得る。
【０１０７】
　[0120]　ブロック１２１５において、方法１２００は、ＴＳと関連付けられるＴＰＲペ
アを選択することを含み得る。ＴＰＲペアを選択することは、いくつかの例では、たとえ
ば、空間レイヤ共有を用いる第１のＴＰＲペアＴＳを選択し、空間レイヤ共有を用いない
ＴＳのための第２のＴＰＲペアを選択するなど、ＴＳのカテゴリに基づいてＴＰＲペアを
選択することを含み得る。ブロック１２１５における動作は、図５、図６、図９、および
／もしくは図１１を参照して説明されたワイヤレス通信マネージャ５２０、９６０、およ
び／もしくは１１８４、または図５もしくは図６を参照して説明されたＴＰＲプロセッサ
５４０を使用して実行され得る。
【０１０８】
　[0121]　ブロック１２２０において、方法１２００は、基地局から基準信号を受信する
ことを含み得る。基準信号は、たとえば、Ｃ－ＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳ、またはＤＭ－ＲＳの
うちの１つまたは複数を含み得る。ブロック１２２０における動作は、図５の受信機５１
０、図５もしくは図６を参照して説明されたワイヤレス通信マネージャ５２０、図９のＵ
Ｅアンテナ９６４およびＵＥ送受信機９３０、または図１１のＵＥアンテナ１１５２～１
１５３、復調器１１５４～１１５５および関連する受信コンポーネントを使用して実行さ
れ得る。
【０１０９】
　[0122]　ブロック１２２５において、方法１２００は、ＲＳ、ＴＰＲペア、ならびに基
本レイヤ受信および／または増強レイヤ受信に基づいて、チャネル品質を推定することを
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含み得る。ブロック１２１５における動作は、図５、図６、図９、および／もしくは図１
１を参照して説明されたワイヤレス通信マネージャ５２０、９６０、および／もしくは１
１８４、または図５もしくは図６を参照して説明されたチャネル品質推定器５５０を使用
して実行され得る。
【０１１０】
　[0123]　このようにして、方法１２００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１２００
は一実装形態にすぎず、方法１２００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成
されるか、または別様に修正され得ることに留意されたい。
【０１１１】
　[0124]　図１３は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１３００
の例を示すフローチャートである。明快さのために、方法１３００は、図１Ａ、図１Ｂ、
図２、図３、図４Ａ～図４Ｃ、図１０、もしくは図１１を参照して説明された基地局１０
５、２０５、３０５、１００５、もしくは１１０５のうちの１つまたは複数の態様、また
は、図７を参照して説明された装置７０５のうちの１つまたは複数の態様を参照して、以
下で説明される。いくつかの例では、基地局または装置は、以下で説明される機能を実行
するように基地局または装置の機能要素を制御するためのコードの１つまたは複数のセッ
トを実行し得る。加えて、または代替的に、基地局または装置は、専用のハードウェアを
使用して、以下で説明される機能の１つまたは複数を実行することができる。
【０１１２】
　[0125]　ブロック１３０５において、方法１３００は、基本レイヤ送信および増強レイ
ヤ送信のためのＴＰＲペアを決定することを含み得る。ＴＰＲペアは、たとえば、基本変
調レイヤおよび増強変調レイヤのためのＴＰＲの１つまたは複数の値を含み得る。ブロッ
ク１３０５における動作は、図７、図８、図１０、もしくは図１１のＮＯＭＡマネージャ
７２０、１０６０、もしくは１１８６、または図７もしくは図８のＴＰＲ決定プロセッサ
７４０を使用して実行され得る。
【０１１３】
　[0126]　ブロック１３１０において、方法１３００は、ＴＰＲシグナリングを送信する
ことを含み得る。ＴＰＲシグナリングは、たとえば、ＰＤＣＣＨシグナリングまたはＲＲ
Ｃシグナリングを使用して送信され得る。ブロック１３１０における動作は、図７を参照
して説明された送信機７３０、図７もしくは図８を参照して説明されたＮＯＭＡマネージ
ャ７２０、図１０の基地局アンテナ１０５５および基地局送受信機１０５０、または図１
１の基地局アンテナ１１３４～１１３５、変調器１１３２～１１３３および関連する送信
コンポーネントを使用して実行され得る。
【０１１４】
　[0127]　ブロック１３１５において、方法１３００は、ＵＥへの送信のためのＴＳを決
定することを含み得る。ブロック１３１５における動作は、図７、図８、図１０、もしく
は図１１のＮＯＭＡマネージャ７２０、７２０－ａ、１０６０、もしくは１１８６、図７
もしくは図８のＴＰＲ決定プロセッサ７４０、または図８のＴＳ決定プロセッサ８４５を
使用して実行され得る。
【０１１５】
　[0128]　ブロック１３２０において、方法１３００は、ＴＳを示すＤＣＩを送信するこ
とを含み得る。ブロック１３２０における動作は、図７を参照して説明された送信機７３
０、図７もしくは図８を参照して説明されたＮＯＭＡマネージャ７２０、図１０の基地局
アンテナ１０５５および基地局送受信機１０５０、または図１１の基地局アンテナ１１３
４～１１３５、変調器１１３２～１１３３および関連する送信コンポーネントを使用して
実行され得る。
【０１１６】
　[0129]　ブロック１３２５において、方法１３００は、基準信号を送信することを含み
得る。基準信号は、たとえば、ＣＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳ、またはＤＭ－ＲＳのうちの１つま
たは複数を含み得る。ブロック１３１５における動作は、図７を参照して説明された送信
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機７３０、図７もしくは図８を参照して説明されたＮＯＭＡマネージャ７２０、図１０の
基地局アンテナ１０５５および基地局送受信機１０５０、または図１１の基地局アンテナ
１１３４～１１３５、変調器１１３２～１１３３および関連する送信コンポーネントを使
用して実行され得る。
【０１１７】
　[0130]　このようにして、方法１３００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１３００
は一実装形態にすぎず、方法１３００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成
されるか、または別様に修正され得ることに留意されたい。
【０１１８】
　[0131]　いくつかの例では、図１２または図１３を参照して説明された方法１２００ま
たは１３００のうちの１つまたは複数の態様は組み合わされ得る。
【０１１９】
　[0132]　本明細書で説明された技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、
ＳＣ－ＦＤＭＡ、および他のシステムなどの様々なワイヤレス通信システムに使用され得
る。「システム」および「ネットワーク」という用語は、しばしば互換的に使用される。
ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ
　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（ＵＴＲＡ）などの無線技術を実装し得る。ＣＤＭＡ２００
０は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０
００　Ｒｅｌｅａｓｅ０およびＡは、一般に、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ば
れる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、一般に、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ
、Ｈｉｇｈ　Ｒａｔｅ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ（ＨＲＰＤ）などと呼ばれる。ＵＴＲＡ
は、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））とＣＤＭＡの他の変形とを含む。ＴＤＭ
Ａシステムは、Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃ
ａｔｉｏｎｓ（ＧＳＭ（登録商標））などの無線技術を実装することができる。ＯＦＤＭ
Ａシステムは、Ｕｌｔｒａ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｂｒｏａｄｂａｎｄ（ＵＭＢ）、Ｅｖｏｌｖ
ｅｄ　ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（ＷｉＦｉ（登録商標））、Ｉ
ＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－
ＯＦＤＭ（登録商標）などの無線技術を実装することができる。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴ
ＲＡは、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓ
ｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰ（登録商標）　Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅ
ｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）およびＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－Ｕ
ＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ
、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（
３ＧＰＰ）と称する団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは
、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）と称する団体からの文書
に記載されている。本明細書で説明された技法は、上で言及されたシステムおよび無線技
術、ならびに、免許不要帯域幅（unlicensed bandwidth）および／または共有帯域幅（sh
ared bandwidth）を通じたセルラー（たとえば、ＬＴＥ）通信を含む、他のシステムおよ
び無線技術のために使用され得る。しかしながら、上の説明は、例としてＬＴＥ／ＬＴＥ
－Ａシステムを説明し、上の説明の大部分においてＬＴＥ用語が使用されるが、本技法は
ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａの適用例以外に適用可能である。
【０１２０】
　[0133]　添付の図面に関して上に記載された詳細な説明は、例を説明しており、実装さ
れ得るまたは特許請求の範囲内に入る例のすべてを表すものではない。「例」および「例
示的」という用語は、本明細書で使用されるとき、「例、事例、または例示として働く」
ことを意味し、「好ましい」または「他の例よりも有利である」ことを意味するものでは
ない。発明を実施するための形態は、説明される技法の理解をもたらすための具体的な詳
細を含む。しかしながら、これらの技法は、これらの特定の詳細を伴わずに実践され得る
。いくつかの事例では、説明された例の概念を不明瞭にすることを避けるために、よく知
られている構造および装置がブロック図の形態で示されている。
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【０１２１】
　[0134]　情報および信号は、様々な異なる技術および技法のいずれかを使用して表され
得る。たとえば、上の説明全体を通じて参照され得るデータ、命令、コマンド、情報、信
号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場もしくは磁気粒子、
光場もしくは光粒子、またはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０１２２】
　[0135]　本明細書の開示に関して説明された様々な例示的なブロックおよびコンポーネ
ントは、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡまた
は他のプログラマブル論理デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハード
ウェアコンポーネント、または、本明細書で説明された機能を実行するように設計された
それらの任意の組合せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロ
セッサであり得るが、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントロー
ラ、マイクロコントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサは、コンピューティ
ングデバイスの組合せ、たとえばＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイク
ロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または任
意の他のそのような構成としても実装され得る。
【０１２３】
　[0136]　本明細書で説明された機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行される
ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。プロセッ
サによって実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令ま
たはコードとして非一時的コンピュータ可読媒体上に記憶され、または非一時的コンピュ
ータ可読媒体を通じて送信され得る。他の例および実装形態が、本開示および添付の特許
請求の範囲および趣旨の中にある。たとえば、ソフトウェアの性質により、上で説明され
た機能は、プロセッサによって実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア
、ハードワイヤリング、またはこれらのいずれかの組合せを使用して実装され得る。機能
を実装する特徴はまた、異なる物理位置において機能の部分が実装されるように分散され
ることを含めて、様々な場所に物理的に配置され得る。特許請求の範囲を含めて、本明細
書で使用される場合、２つ以上の項目の列挙中で使用されるとき、「および／または（an
d/or）」という語は、列挙された項目のうちのいずれか１つが単独で採用され得ること、
または列挙された項目のうちの２つ以上の任意の組合せが採用され得ることを意味する。
たとえば、組成が構成要素Ａ、Ｂ、および／またはＣを含むものとして記述される場合、
その組成は、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡとＢの組合せ、ＡとＣの組合せ、ＢとＣの組合
せ、またはＡとＢとＣの組合せを含むことがある。また、特許請求の範囲を含めて、本明
細書で使用される場合、項目の列挙（たとえば、「のうちの少なくとも１つ」または「の
うちの１つまたは複数」などの句で終わる項目の列挙）において使用される「または」は
、たとえば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」の列挙が、ＡまたはＢまたは
ＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意
味するような選言的列挙を示す。
【０１２４】
　[0137]　コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラム
の転送を容易にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。
記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒
体であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥ
ＰＲＯＭ（登録商標）、フラッシュメモリ、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光ディスクストレ
ージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気ストレージデバイス、または、命令もし
くはデータ構造の形態の所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用さ
れ、汎用コンピュータもしくは専用コンピュータ、または汎用プロセッサもしくは専用プ
ロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備え得る。また、いかなる接続も
コンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光
ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無
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線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または
他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイス
トペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は媒体の
定義に含まれる。本明細書で使用されるディスク（disk）およびディスク（disc）は、コ
ンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディス
ク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディ
スク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ここで、ディ
スク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザ
ーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１２５】
　[0138]　本開示の前の説明は、当業者が本開示を作成または使用できるように提供され
る。本開示の様々な変更が当業者には容易に明らかとなり、本明細書で定義される一般原
理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され得る。したがって、本
開示は、本明細書で説明された例および設計に限定されるべきでなく、本明細書で開示し
た原理および新規の特徴に一致する最も広い範囲を与えられるべきである。
　以下に、本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［Ｃ１］
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための方法であって、
　非直交チャネルの基本レイヤのための第１のトラフィック対パイロット電力比（ＴＰＲ
）と、前記非直交チャネルの増強レイヤのための第２のＴＰＲとを決定することと、
　前記非直交チャネルを介して送信された基準信号の少なくとも一部分を受信することと
、
　前記受信された基準信号のエネルギーレベルと、前記第１のＴＰＲまたは前記第２のＴ
ＰＲのうちの１つまたは複数とに少なくとも部分的に基づいて、前記基本レイヤまたは前
記増強レイヤのチャネル品質を推定することと
を備える方法。
　［Ｃ２］
　前記第１のＴＰＲと前記第２のＴＰＲとを前記決定することが、
　１つまたは複数の送信戦略カテゴリのうちのどれが前記非直交チャネルを介した基地局
から前記ＵＥへのダウンリンク送信に使用されるべきかを決定することと、
　第１のＴＰＲ値と第２のＴＰＲ値の１つまたは複数のペアから前記第１のＴＰＲと前記
第２のＴＰＲとを選択することと、各ペアは、前記１つまたは複数の送信戦略カテゴリの
うちの１つと関連付けられる、
を備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ３］
　前記第１のＴＰＲ値と第２のＴＰＲ値の１つまたは複数のペアと、前記ＴＰＲ値のペア
の各々と関連付けられる送信戦略カテゴリとを提供する前記基地局からシグナリングを受
信すること
をさらに備える、Ｃ２に記載の方法。
　［Ｃ４］
　前記シグナリングが、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを介して受信される、
Ｃ３に記載の方法。
　［Ｃ５］
　前記１つまたは複数の送信戦略カテゴリのうちのどれかを前記決定することが、それぞ
れの送信戦略の空間レイヤ共有に少なくとも部分的に基づき、ＴＰＲ値の第１のペアが、
空間レイヤ共有を使用する送信戦略と関連付けられ、ＴＰＲ値の第２のペアが、空間レイ
ヤ共有を使用しない送信戦略と関連付けられる、Ｃ２に記載の方法。
　［Ｃ６］
　前記基準信号が、セル固有基準信号（ＣＲＳ）またはチャネル状態情報基準信号（ＣＳ
Ｉ－ＲＳ）のうちの１つまたは複数である、Ｃ１に記載の方法。
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　［Ｃ７］
　前記第１のＴＰＲおよび前記第２のＴＰＲが、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣ
ＣＨ）中に含まれている情報に少なくとも部分的に基づいて決定され、前記ＰＤＣＣＨ中
に含まれている前記情報が、プリコーディング行列情報、空間レイヤ共有情報、ＴＰＲ情
報、または干渉打消し情報のうちの１つまたは複数を備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ８］
　前記干渉打消し情報が、干渉打消しフラグを備え、前記干渉打消しフラグが設定される
と、ＴＰＲ値の第１のペアが前記第１のＴＰＲおよび前記第２のＴＰＲに使用されること
になり、前記干渉打消しフラグがクリアされると、ＴＰＲ値の第２のペアが前記第１のＴ
ＰＲおよび前記第２のＴＰＲに使用されることになる、Ｃ７に記載の方法。
　［Ｃ９］
　ＴＰＲ値の２つ以上のペアが、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを介して前記
ＵＥに提供され、ＴＰＲ値の各ペアが、関連する第１のＴＰＲ値と第２のＴＰＲ値とを含
む、Ｃ７に記載の方法。
　［Ｃ１０］
　前記ＴＰＲ情報が、前記ＴＰＲ値の２つ以上のペアのうちのどれが前記第１のＴＰＲお
よび前記第２のＴＰＲのために選択されるべきかの指示を備える、Ｃ９に記載の方法。
　［Ｃ１１］
　前記非直交チャネルを介してデータ送信の復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ）を受信すること
と、
　前記受信されたＤＭ－ＲＳのためのＴＰＲ値に少なくとも部分的に基づいて、前記デー
タ送信を復調することと
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ１２］
　前記受信されたＤＭ－ＲＳのための前記ＴＰＲ値が、前記第１のＴＰＲと前記第２のＴ
ＰＲの合計である、Ｃ１１に記載の方法。
　［Ｃ１３］
　前記受信されたＤＭ－ＲＳのための前記ＴＰＲ値が、前記第１のＴＰＲまたは前記第２
のＴＰＲのうちの１つまたは複数とは無関係である、Ｃ１１に記載の方法。
　［Ｃ１４］
　前記ＤＭ－ＲＳが、前記非直交チャネルの複数のアンテナポートのうちの１つと関連付
けられ、前記複数のアンテナポートのうちの前記１つが、前記ＵＥが基本レイヤ送信を受
信するべきかまたは増強レイヤ送信を受信するべきかに基づいて前記チャネル品質を推定
するために選択される、Ｃ１１に記載の方法。
　［Ｃ１５］
　前記基本レイヤ送信または前記増強レイヤ送信のデータ送信のための送信電力が、前記
それぞれの基本レイヤまたは増強レイヤのＤＭ－ＲＳ電力に対応する、Ｃ１４に記載の方
法。
　［Ｃ１６］
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　非直交チャネルの基本レイヤのための第１のトラフィック対パイロット電力比（ＴＰＲ
）と、前記非直交チャネルの増強レイヤのための第２のＴＰＲとを決定するための手段と
、
　前記非直交チャネルの基準信号の少なくとも一部分を受信するための手段と、
　前記受信された基準信号のエネルギーレベルと、前記第１のＴＰＲまたは前記第２のＴ
ＰＲのうちの１つまたは複数とに少なくとも部分的に基づいて、前記基本レイヤまたは前
記増強レイヤのチャネル品質を推定するための手段と
を備える装置。
　［Ｃ１７］
　１つまたは複数の送信戦略カテゴリのうちのどれが前記非直交チャネルを介した基地局
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から前記ＵＥへのダウンリンク送信に使用されるべきかを決定するための手段と、
　第１のＴＰＲ値と第２のＴＰＲ値の１つまたは複数のペアから前記第１のＴＰＲと前記
第２のＴＰＲとを選択するための手段と、各ペアは、前記１つまたは複数の送信戦略カテ
ゴリのうちの１つと関連付けられる、
をさらに備える、Ｃ１６に記載の装置。
　［Ｃ１８］
　前記第１のＴＰＲ値と第２のＴＰＲ値の１つまたは複数のペアと、前記ＴＰＲ値のペア
の各々と関連付けられる送信戦略カテゴリとを提供する前記基地局からシグナリングを受
信するための手段
をさらに備える、Ｃ１７に記載の装置。
　［Ｃ１９］
　前記第１のＴＰＲおよび前記第２のＴＰＲが、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣ
ＣＨ）中に含まれている情報に少なくとも部分的に基づいて決定され、前記ＰＤＣＣＨ中
に含まれている前記情報が、プリコーディング行列情報、空間レイヤ共有情報、ＴＰＲ情
報、または干渉打消し情報のうちの１つまたは複数を備える、Ｃ１６に記載の装置。
　［Ｃ２０］
　前記干渉打消し情報が、干渉打消しフラグを備え、前記干渉打消しフラグが設定される
と、ＴＰＲ値の第１のペアが前記第１のＴＰＲおよび前記第２のＴＰＲに使用されること
になり、前記干渉打消しフラグがクリアされると、ＴＰＲ値の第２のペアが前記第１のＴ
ＰＲおよび前記第２のＴＰＲに使用されることになる、Ｃ１９に記載の装置。
　［Ｃ２１］
　前記非直交チャネルを介してデータ送信の復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ）を受信するため
の手段と、
　前記受信されたＤＭ－ＲＳのためのＴＰＲ値に最小部分的に基づいて、前記データ送信
を復調するための手段と
をさらに備える、Ｃ１６に記載の装置。
　［Ｃ２２］
　前記受信されたＤＭ－ＲＳのための前記ＴＰＲ値が、前記第１のＴＰＲと前記第２のＴ
ＰＲの合計である、あるいは、前記第１のＴＰＲまたは前記第２のＴＰＲのうちの１つま
たは複数とは無関係である、Ｃ２１に記載の装置。
　［Ｃ２３］
　前記ＤＭ－ＲＳが、前記非直交チャネルの複数のアンテナポートのうちの１つと関連付
けられ、前記複数のアンテナポートのうちの前記１つが、前記ＵＥが基本レイヤ送信を受
信するべきかまたは増強レイヤ送信を受信するべきかに基づいてチャネル品質推定のため
に選択される、Ｃ２１に記載の装置。
　［Ｃ２４］
　基地局におけるワイヤレス通信のための方法であって、
　基本レイヤデータ送信と基準信号送信との間の第１のトラフィック対パイロット電力比
（ＴＰＲ）と、増強レイヤデータ送信と前記基準信号送信との間の第２のＴＰＲとを決定
することと、
　前記第１のＴＰＲと前記第２のＴＰＲとを示すシグナリングを１つまたは複数のユーザ
機器（ＵＥ）に送信することと
を備える方法。
　［Ｃ２５］
　前記第１のＴＰＲと前記第２のＴＰＲとを前記決定することが、
　前記基地局と前記１つまたは複数のＵＥとの間の送信のための１つまたは複数の送信戦
略カテゴリを決定することと、
　各送信戦略カテゴリのためのＴＰＲ値の１つまたは複数のペアを決定することと、ＴＰ
Ｒ値の各ペアは、基本レイヤデータ送信のための関連する第１のＴＰＲ値と、増強レイヤ
データ送信のための関連する第２のＴＰＲ値とを備える、
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　前記ＴＰＲ値の１つまたは複数のペアに従って、１つまたは複数の基準信号を送信する
ことと
を備える、Ｃ２４に記載の方法。
　［Ｃ２６］
　前記ＴＰＲ値の１つまたは複数のペアと、前記ＴＰＲ値の１つまたは複数のペアの各々
と関連付けられる送信戦略カテゴリとを提供するシグナリングを送信すること
をさらに備える、Ｃ２５に記載の方法。
　［Ｃ２７］
　前記シグナリングが、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを介して送信される、
Ｃ２６に記載の方法。
　［Ｃ２８］
　前記送信戦略カテゴリが、送信戦略の空間レイヤ共有に基づいて決定され、ＴＰＲ値の
第１のペアが、空間レイヤ共有を使用する送信戦略と関連付けられ、ＴＰＲ値の第２のペ
アが、空間レイヤ共有を使用しない送信戦略と関連付けられる、Ｃ２５に記載の方法。
　［Ｃ２９］
　基地局におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　基本レイヤデータ送信と基準信号送信との間の第１のトラフィック対パイロット電力比
（ＴＰＲ）と、増強レイヤデータ送信と前記基準信号送信との間の第２のＴＰＲとを決定
するための手段と、
　前記第１のＴＰＲと前記第２のＴＰＲとを示すシグナリングを１つまたは複数のユーザ
機器（ＵＥ）に送信するための手段と
を備える装置。
　［Ｃ３０］
　前記基地局と前記１つまたは複数のＵＥとの間の送信のための１つまたは複数の送信戦
略カテゴリを決定するための手段と、
　各送信戦略カテゴリのためのＴＰＲ値の１つまたは複数のペアを決定するための手段と
、ＴＰＲ値の各ペアは、基本レイヤデータ送信のための関連する第１のＴＰＲ値と、増強
レイヤデータ送信のための関連する第２のＴＰＲ値とを備える、
　前記ＴＰＲ値の１つまたは複数のペアに従って、１つまたは複数の基準信号を送信する
ための手段と
をさらに備える、Ｃ２９に記載の装置。
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